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このたびは、TOAラック型非常用放送設備をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
正しくご使用いただくために、必ずこの設定支援ソフトウェア取扱説明書をお読みになり、末長くご愛
用くださいますようお願い申し上げます。
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設定支援ソフトウェアの概要
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerは、ラック型非常用放送設備 FS-A2500シリーズ専用のソフト
ウェアです。パソコンにインストールして使用します。
FS-A2500 Managerを使用すると、FS-A2500のシステム稼働に必要な設定データを作成、保存すること
ができます。
パソコンと非常用操作パネル FS-A2500EPを接続することにより、オンラインで設定データの送受信を行っ
たり、システムの動作状態や履歴を確認することができます。
また、設定データや音源データを SDカードに保存して FS-A2500EPに読み込ませることもできます。

設定の前に
 ■動作環境

設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerを正常に動作させるために、パソコンは以下の条件を推奨しま
す。

● OS ：Windows 10 Pro（32 bit/64 bit）、Windows 10 Home（32 bit/64 
bit）、Windows 8.1 Pro（32 bit/64 bit）、Windows 8.1（32 bit/64 
bit）

● CPU ： Intel Core i5-6200U  2.3 GHz以上
● メモリー ：2 GB以上
● ハードディスク ：200 MB以上の空き容量＊ 1

● ディスプレイ ：1024× 768ピクセル以上
● アプリケーションソフトウェア：Microsoft Excel＊ 2

● その他 ：Microsoft .NET Framework 4.6以上
SDカードが読み書きできる環境＊ 3

＊ 1 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのインストール時に必要な空き容量です。
＊ 2 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerでラベル印刷するときに必要です。

Microsoft Excel 2013以上のものをお使いください。
＊ 3   PCカードスロットおよび SDカードアダプターを使用するか、外付けの SDカードリーダー／ライター
などを用意してください。

 ■使用上のご注意
 ● SDカードについて

［データの保存］
● 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで設定したデータを SDカードに保存する場合は、

FS-A2500EPに付属の SDカードを使用してください。
● 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerに関係のないファイルは、SDカードに保存しないでください。
誤動作の原因となります。

［挿抜に関して］
設定データの読み込み中および書き込み中に SDカードを抜き差ししないでください。
設定データや SDカードが破損する可能性があります。

［その他］
他の機器で使用した SDカードは絶対に使用しないでください。
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 ●ソフトウェア使用許諾契約について

設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのインストール時に使用許諾契約への同意が必要です。
契約書の条項に同意されない場合、TOAはお客様にこのソフトウェアのインストールおよび使用のいずれも
許諾することはできません。

 ●ディスプレイについて

設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerは画面領域 1024× 768ピクセルのサイズで作成されています。
1024× 768ピクセル以下の画面領域を設定している場合や表示ウィンドウをリサイズした場合には、正し
く表示されないことがあります。

 ●画面表示について

本書で説明している設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerの画面は表示例です。お使いの設定用パソ
コンの環境によっては表示が異なる場合があります。
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 ■設置時の設定の流れ
設定・音源データを SDカードに保存した後 FS-A2500EP/A2500EXにアップロードします。

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをパソコンにインストールする。（P. 8）

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerを起動する。（P. 12）

 3  設定データの新規作成をする。（P. 13）

データ情報、本体構成、リモコン構成、出力側構成を設定します。

 4  非常放送設定（P. 40）、業務放送設定（P. 72）、スイッチ・制御設定（P. 84）をする。

 5  音源データを編集する場合は、音源設定をする。（P. 106）

 6  設定・音源データを付属の SDカードに保存する。

2つの方法があります。
ご注意
［方法 2］は、通信速度とアップロードするデータ容量によっては時間がかかります。
初期設定の状態で SDカードに設定・音源データをアップロードする場合でも、20分程度かかること
があります。

［方法 1］
付属の SDカードに設定・音源データを保存した後、その SDカードを FS-A2500EPに挿入します。
① SDカードイメージを作成する。（P. 161）
② 設定・音源データが保存された SDカードを FS-A2500EPに挿入する。（別冊の設置説明書参照）
［方法 2］
FS-A2500EPとパソコンをネットワーク経由で接続して、FS-A2500EPに挿入された SDカードに
設定・音源データをアップロードします。
① FS-A2500EPとパソコンを接続する。（P. 138）
② 設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードにアップロードする。（P. 143）
ご注意
初回アップロード時は、音源データを編集していない場合も、「設定アップロード（PC→本体
SD）」ではなく、「設定・音源アップロード（PC→本体 SD）」をしてください。

 7  SDカードの設定・音源データを FS-A2500システムに反映させる。

FS-A2500EPの設定操作部で「設定・音源データ更新」の操作を行います。（別冊のシステム設定説
明書参照）
ご注意
設定・音源データが保存された SDカードは、そのまま FS-A2500EPに挿入しておいてください。
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 4  インストール先を指定する。
インストール先を変更する場合は、「参照」をクリックし、
インストール先のフォルダーを選択してください。
「ディスク領域」をクリックすると、パソコンの各ドラ
イブの使用可能なディスク容量と、インストールに必要
なディスク容量が表示されます。
また、インストールを適用するユーザーについて、「す
べてのユーザー」または「このユーザーのみ」のいずれ
かを選択してください。

 5  ［次へ］ボタンをクリックする。
確認画面が表示されます。

ご注意
● 以下の作業を行うときは、すべてのアプリケーションを終了させてください。
● 設定用のパソコンには管理者アカウントでログオンしてください。

 ■設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインス
トールする

 1  「FS-A2500_manager_ja_setup.msi」をダブ
ルクリックする。
インストール画面が表示されます。

 2  ［次へ］ボタンをクリックする。
ライセンス条項の画面が表示されます。

 3  使用許諾契約に同意後、「同意する」を選択して、［次
へ］ボタンをクリックする。
インストール先のフォルダー選択画面が表示されます。

設定支援ソフトウェアの準備
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 6  ［次へ］ボタンをクリックする。

インストールが開始されます。

インストールが終了すると、完了画面が表示されます。

 7  ［閉じる］ボタンをクリックする。
これで、インストールは完了です。
インストールが完了すると、自動的に、ショートカット
がデスクトップに作成されます。

※ 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをアップデートするときも、インストール手順と同様に行い
ます。
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 ■設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerを修復する
※ 実行ファイルを削除してしまったときや、破損してしまったときは、以下の手順で修復を行ってください。

 1  「FS-A2500_manager_ja_setup.msi」をダブ
ルクリックする。
セットアップ画面が表示されます。

 2  「FS-A2500 Managerの修復」を選択し、［完了］
ボタンをクリックする。
修復が開始されます。

修復が終了すると、完了画面が表示されます。

 3  ［閉じる］ボタンをクリックする。
これで、修復は完了です。
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 ■ 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをアンイン
ストールする

 1  「コントロールパネル」を開く。
「コントロールパネル」画面が表示されます。

 2  「プログラムのアンインストール」をクリックする。
現在インストールされているプログラムが表示されます。

 3  「FS-A2500 Manager」を選択する。

 4  「アンインストール」をクリックする。
ソフトウェアがアンインストールされます。
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設定支援ソフトウェアを起動する
 1  インストール時、デスクトップに作成された設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerの

ショートカットをダブルクリックする。

  または、デスクトップ画面のスタートボタンをクリックし、プログラムから
［TOA→ FS-A2500 Manager］を選択する。
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerが起動します。

20局 60 Wの機器構成の画面が表示されます。

 2  設定データを新規作成する場合は P. 13へ進む。

  既存のデータを開く場合は P. 158へ進む。

  起動時のデータを基に編集する場合は P. 34へ進む。
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 1  メニューバーから［ファイル→新規作成］を選択する。
新規作成の手順を示す画面が表示されます。上から順に設定します。

 2  「1.データ情報の設定」の［設定］ボタンをクリックする。
データ情報の設定画面が表示されます。モードを設定し、各情報を入力してください。

設定データの新規作成

［ボタン］
① データ情報の設定画面が表示されます。
② 本体構成の設定画面が表示されます。
③ リモコン構成の設定画面が表示されます。
④ 出力構成の設定画面が表示されます。
⑤ この画面が閉じます。

［チェックボックス］
⑥ このボックスにチェックを入れると、［ファイル→ 
新規作成］選択時にこの画面が表示されず、ソフト
ウェア起動時と同じく 20局 60 Wの機器構成の画
面（前ページ）が表示されます。

1

2

6

1

2

3

4

5

3
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① モード
システム動作モードの設定です。（デフォルト：通常）
パワーアンプの接続方法を選択します。

設定範囲 通常、アンプ拡張 A、アンプ拡張 B

各設定のパワーアンプ接続方法については、別冊の設置説明書「付録：アンプ拡張モード」および別冊の
はじめにお読みください「アンプ拡張モード使用時」をお読みください。

② 作成者、物件名称、納入日時、作成日時、備考
設定データの作成者、物件名称、納入日時、作成日時、備考を入力します。
入力できる文字数は以下のとおりです。　
　　備考欄以外：36文字（全角／半角区別なし）　
　　備考欄　　：1000文字（全角／半角区別なし）

③ 自火報システム連携
自火報システムとの連携について設定します。（デフォルト：なし）
「なし」で使用してください。

設定範囲 なし、あり

ご注意
自火報システム連携を「あり」に設定して使用する場合は、当社営業所にご相談ください。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
データ情報の設定画面が閉じ、新規作成の手順を示す画面に戻ります。

 4  「2.本体構成の設定」の［設定］ボタンをクリックする。
本体の構成設定画面（手順 5参照）が表示されます。

 5  本体構成の設定をする。

 5-1 増設操作パネルタブをクリックして、増設操作パネルの設定をする。

［本体構成設定画面（増設操作パネル）］

2

1

増設操作パネル台数

6
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① 増設操作パネル台数
ボックスをクリックし、増設操作パネル台数を選択します。（デフォルト：1台）
設定範囲 1～ 25

② 増設操作パネル品番
ボックスをクリックし、増設操作パネルの品番を選択します。（デフォルト：FS-2520EP）
品番を選択できるのは、末端に接続されているユニットのみです。

設定範囲 FS-2510EP（末端ユニットのみ）、FS-2520EP

 5-2 電源パネルタブをクリックし、EPタブをクリックして、電源パネルの設定をする。

［本体構成設定画面（電源パネル）］

6

3

4
5

電源パネル台数

③ 業務停電
業務停電放送機能を使用するかしないかを選択します。（デフォルト：無効）

設定範囲 無効（使用しない）、有効（使用する）

④ 電源（非常用操作パネル）
ボックスをクリックし、電源パネル台数を選択します。
業務停電放送機能を使用するか使用しないかで、接続できる台数は異なります。
（デフォルト：1台　※ 業務停電放送機能を使用するときは 2台）
FS-2000RFに接続されている電源パネルの数も含めて登録してください。
［業務停電放送機能を使用するとき］
非常用電源パネル、業務用電源パネルをそれぞれ 4台（アンプ拡張時は 7台）まで登録できます。
設定範囲 2～ 8（アンプ拡張時は 2～ 14）　※ 2台単位

［業務停電放送機能を使用しないとき］
非常用電源パネルを 8台（アンプ拡張時は 14台）まで登録できます。
設定範囲 1～ 8（アンプ拡張時は 1～ 14）
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⑤ 電源パネル品番
ボックスをクリックし、電源パネルの品番を選択します。（デフォルト：FS-2500DS（400VA）［非常用］）
業務停電放送機能を使用するか使用しないかで、設定できる品番が異なります。
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。
［業務停電放送機能を使用するとき］
設定範囲 FS-2500DS（400VA）［非常用］、FS-2500DS（400VA）［非常用（アンプ専用）］、

FS-2500DS（400VA）［業務用］、FS-2500DS（400VA）［業務用（アンプ専用）］

［業務停電放送機能を使用しないとき］
設定範囲 FS-2500DS（400VA）［非常用］、FS-2500DS（400VA）［非常用（アンプ専用）］

メ　モ
FS-2500DSには以下の 4種類があります。使用目的に合わせて設定してください。
FS-2500DS［非常］ 制御部電源とパワーアンプ用で非常用の電源として設置している

FS-2500DS。
FS-2500DS［業務］ 業務停電放送を行うときに、制御部電源とパワーアンプ用で業務用

の電源として設置している FS-2500DS。
FS-2500DS［非常（アンプ専用）］ パワーアンプ用で非常用の電源として設置している FS-2500DS。
FS-2500DS［業務（アンプ専用）］ 業務停電放送を行うときに、パワーアンプ用で業務用の電源として

設置している FS-2500DS。
非常用と業務用では、FS-2500DSの電源用途設定スイッチの設定が異なります。（ 別冊の設置説明書
「業務停電放送をするときの設定」）

 5-3 プリアンプマトリクスパネルタブをクリックして、プリアンプマトリクスパネルの設定をする。

［本体構成設定画面（プリアンプマトリクスパネル）］

6
7

プリアンプマトリクスパネル台数

6

⑥ プリアンプマトリクスパネル台数
ボックスをクリックし、プリアンプマトリクスパネル台数を選択します。（デフォルト：0台）
設定範囲 0～ 3

⑦ プリアンプマトリクスパネル品番
プリアンプマトリクスパネルの品番が表示されます。
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。
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 5-4 非常系統拡張パネルタブをクリックして、非常系統拡張パネルの設定をする。

［本体構成設定画面（非常系統拡張パネル）］

6

8
9

⑧ 非常系統拡張パネル台数
ボックスをクリックし、非常系統拡張パネル台数を選択します。（デフォルト：0台）
設定範囲 0～ 13

ご注意
非常系統拡張パネルを 1台以上設定した場合は、電源パネルタブで非常系統拡張パネルに接続する電源パ
ネルの設定を行ってください。（ 次ページ手順 5-5）

⑨ 非常系統拡張パネル品番
非常系統拡張パネルの品番が表示されます。
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。



18

 5-5 （非常系統拡張パネル使用時のみ）電源パネルタブをクリックし、EX1～ 3タブをクリックして、非常
系統拡張パネルに接続する電源パネルの設定をする。
非常系統拡張パネルタブで非常系統拡張パネルの台数を「1」～「13」の範囲で設定すると、電源パネ
ルタブで以下のように表示され、設定した非常系統拡張パネルに接続する電源パネルの設定ができるよ
うになります。

［本体構成設定画面（電源パネル）］

6

4

5

電源パネル台数

設定項目は非常用操作パネルのとき（ P. 15手順 5-2）と同様です。
設定範囲は、以下の部分のみ非常用操作パネルのときと異なります。

④ 電源（非常用操作パネル）
［業務停電放送機能を使用するとき］
非常用電源パネル、業務用電源パネルをそれぞれ 10台（アンプ拡張時は 18台）まで登録できます。
設定範囲 2～ 20（アンプ拡張時は 2～ 36）　※ 2台単位

［業務停電放送機能を使用しないとき］
非常用電源パネルを 20台（アンプ拡張時は 36台）まで登録できます。
設定範囲 1～ 20（アンプ拡張時は 1～ 36）



19

 5-6 （非常断 24V出力拡張パネル使用時のみ）非常断 24V出力拡張パネルタブをクリックして、非常断
24V出力拡張パネルの設定をする。

［本体構成設定画面（非常断 24V出力拡張パネル）］

6

非常断 24V出力拡張パネル台数

10

11

⑩ 非常断 24V出力拡張パネル台数
ボックスをクリックし、非常断 24V出力拡張パネル台数を選択します。（デフォルト：0台）
設定範囲 0～ 10

⑪ 非常断 24V出力拡張パネル品番
非常断 24V出力拡張パネルの品番が表示されます。
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。

 6  ［OK］ボタンをクリックする。
本体構成の設定画面が閉じ、新規作成の手順を示す画面に戻ります。
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① 非常リモコン台数
ボックスまたは矢印キーをクリックし、非常リモコン台数を選択します。（デフォルト：0台）
設定範囲 0～ 16

② 業務リモコン台数
ボックスまたは矢印キーをクリックし、業務リモコンの合計台数を選択します。（デフォルト：0台）

ご注意
接点式リモコン RM-1100の台数は含みません。接点式リモコンを使用するときは音源名称・接続設定画
面（P. 72）で PM音声入力の接続先を「接点式 RM」に設定します。
設定範囲 0～ 8

③ 非常リモコン、業務リモコン選択タブ
設定を行いたいリモコンを選択します。
非常 RMタブを選択した場合、非常リモコンの機種や増設操作パネル、電源パネルの設定をします。
業務 RMタブを選択した場合、業務リモコンの機種や拡張局数の設定をします。
非常／業務リモコンの台数設定後に、リモコンのアイコンをクリックしても、同様の操作が行えます。

 7-1 非常 RMタブを選択して、非常用リモコンの設定をする。

④ 機種
ボックスをクリックし、非常リモコンの機種を選択します。（デフォルト：FS-2500RM）
設定範囲 FS-1010RM、FS-1020RM、FS-1030RM、FS-2500RM、FS-2500RX
※   機種を FS-2500RM、FS-2500RXに設定した場合のみ、以降の⑤「増設操作パネル台数」～⑧「電源
パネル品番」までの設定が行えます。

※ 本書では FS-1010RM、FS-1020RM、FS-1030RMを総称して FS-1000RMと呼びます。
 

⑤ 増設操作パネル台数
ボックスをクリックし、増設操作パネル台数を選択します。（デフォルト：1台）
設定範囲 1～ 25

 7  （非常用リモコンまたは業務用リモコン使用時のみ）「3.リモコン構成の設定」の［設定］ボタ
ンをクリックする。
リモコン構成の設定画面が表示されます。
※  非常用リモコンおよび業務用リモコンを使用しない場合は、手順 9（P. 23）に進んでください。

［リモコン構成設定画面（非常 RM1タブ選択時）］

増設操作パネル台数

電源パネル台数

1

2

3

4

6

7
8

5 9
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⑥ 増設操作パネル品番
ボックスをクリックし、増設操作パネルの品番を選択します。（デフォルト：FS-2520EP）
品番を選択できるのは、末端に接続されているユニットのみです。
設定範囲 FS-2510EP（末端ユニットのみ）、FS-2520EP

⑦ 電源パネル台数
ボックスをクリックし、電源パネル台数を選択します。（デフォルト：0台）
業務停電放送機能を使用する場合と使用しない場合で、接続できる台数は異なります。　
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。
［業務停電放送機能を使用する場合］

設定範囲 0、2

［業務停電放送機能を使用しない場合］

設定範囲 0、1

⑧ 電源パネル品番
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。
電源パネルの品番は、業務停電放送機能を使用するか使用しないかにより、以下のようになります。（デフォ
ルトは No. 1：FS-2500DS（400VA）［非常用］、No. 2：ー）
［業務停電放送機能を使用する場合］
設定範囲 No. 1：FS-2500DS（400VA）［非常用］、No. 2：FS-2500DS（400VA）［業務用］

［業務停電放送機能を使用しない場合］
設定範囲 No. 1：FS-2500DS（400VA）［非常用］、No. 2：ー

⑨ 非常用リモコン ID
選択中の非常用リモコンの IDを表します。
IDは各非常用リモコンのアドレススイッチ、DIPスイッチで設定された番号を表します。

 7-2 業務 RMタブを選択して、業務用リモコンの設定をする。
業務用リモコンの機種により、設定項目が異なります。

［リモコン構成設定画面（業務 RM1タブ選択時、機種：RM-500選択時）］

8

10
11
12

業務用リモコン機種

13
14
15

16
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［リモコン構成設定画面（業務 RM3タブ選択時、機種：RM-200F（卓上）または RM-200FW（壁掛）
選択時）］

8

10

業務用リモコン機種

増設操作パネル局数

17 16

⑩ 業務リモコン機種
ボックスをクリックし、業務用リモコンの品番を選択します。（デフォルト：RM-500）
設定範囲 RM-500、RM-200F（卓上）、RM-200FW（壁掛）

11  ページ数（機種が RM-500の場合のみ）
ボックスをクリックし、液晶画面に表示するページ数を選択します。（デフォルト：1）
1ページにつき 10局表示でき、80局まで拡張できます。
設定範囲 1～ 8

12  バックライト消灯時間（機種が RM-500の場合のみ）
ボックスをクリックし、RM-500の操作をしていないときに液晶画面のバックライトが消灯するまでの時
間を設定します。（デフォルト：3分）
バックライトを点灯させると、暗い所でも見やすくなりますが、点灯時間が長くなるほど、バックライト
の寿命が短くなります。

設定範囲 常時OFF、1～ 15分（1分間隔）、常時ON

13  操作音（機種が RM-500の場合のみ）
ボックスをクリックし、RM-500の各キーを押したときに操作確認音を鳴らすかどうかを設定します。（デ
フォルト：ON）
設定範囲 ON、OFF

14  マイク表示灯（機種が RM-500の場合のみ）
ボックスをクリックし、RM-500のマイク使用中にマイク表示灯を点灯させるかどうかを設定します。（デ
フォルト：ON）
設定範囲 ON、OFF

15  キーロック（機種が RM-500の場合のみ）
ボックスをクリックし、キーロック機能を使用するかどうかを設定します。使用する設定にすると、キー
ロック操作が有効になります。（デフォルト：使用しない）

設定範囲 使用しない、使用する
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16  業務用リモコン ID
選択中の業務用リモコンの IDを表します。
IDは各業務用リモコンのアドレススイッチ、DIPスイッチで設定された番号を表します。

17  拡張局数（RM-200F、RM-200FWの場合のみ）
ボックスをクリックし、拡張局数を設定します。（デフォルト：0局）　
業務用リモコンの機種により、設定できる局数は異なります。
拡張できる局数は、RM-200Fのときは 70局まで、RM-200FWのときは 80局までです。

［RM-200Fを使用する場合］
設定範囲 0～ 70（10局単位）

［RM-200FWを使用する場合］

設定範囲 0～ 80（10局単位）
メ　モ
RM-220FWは 1台で 20局備えています。

 8 ［OK］ボタンをクリックする。
リモコン構成の設定画面が閉じ、新規作成の手順を示す画面に戻ります。

 9 「4.出力構成の設定」の［設定］ボタンをクリックする。
出力構成の設定画面（手順 10参照）が表示されます。

RM-210F RM-210F

放  送  状  態

一 斉 放 送

RM-200F RM-210F

回線選択キー
（10局）

回線選択キー
（70局まで）

RM-200FW RM-220FWRM-210F RM-220FW

回線選択キー
（80局まで）
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 10  非常用操作パネルタブを選択して、非常用操作パネルの出力構成の設定をする。

システム設定確認ボタンをクリックすると、次の画面が表示され、システムに設定されたユニットの
台数が確認できます。

ご注意
システムに設定できるジャンクションパネルは最大 32台です。
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 10-1 アンプタブを選択して、デジタルパワーアンプの設定をする。
システム動作モードの設定（P. 14）により、設定画面および設定内容が異なります。

❶ 通常モード時
［出力構成設定画面（アンプタブ選択時）］

アンプの
合計ワット数

1
2
3
4

5 6

① 出力系統数
非常系統拡張パネルがある場合のみ、出力系統数が選択できます。
ボックスをクリックし、出力系統数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 0、1
メ　モ
出力系統数が 0の場合、アンプおよびジャンクションパネルの台数は 0に固定されます。

② FS-2500DF台数
非常用操作パネルの場合は 1台で固定となります。

③ パワーアンプフレーム ID
「ID」はアドレススイッチで設定された番号を表します。

④ アンプ台数
ボックスをクリックし、パワーアンプフレームで使用するアンプ台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 4

⑤ デジタルパワーアンプ品番
ボックスをクリックし、各チャンネルで使用するデジタルパワーアンプモジュールの品番を選択します。
（デフォルト：FS-006DA（60 W））
設定範囲 FS-006DA（60 W）、FS-012DA（120 W）、FS-024DA（240 W）

⑥ 出力系統
非常用操作パネルの場合は 1で固定となります。
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 10-2 ジャンクションパネルタブを選択して、ジャンクションパネルの設定をする。
［出力構成設定画面（ジャンクションパネルタブ選択時）］

④ ジャンクションパネル
ボックスをクリックし、ジャンクションパネルの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

⑤ ジャンクションパネル品番
ジャンクションパネル「FS-2420JP（5局× 4）」が④で設定した台数分表示されます。

スピーカー回線

4

5

 10-3 出力系統設定タブを選択して、出力系統の設定をする。
［出力構成設定画面（出力系統設定タブ選択時）］

12

6

⑥ 出力系統への回線設定
接続したい出力系統と回線の組み合わせをダブルクリックすると、「●」マークが表示されます。



27

❷ アンプ拡張 Aまたはアンプ拡張 Bモード時
最大 8組（最大 16台）のデジタルパワーアンプモジュールの接続が可能です。
［出力構成設定画面（出力系統数タブ選択時）］

1
2アンプの

合計ワット数

① 出力系統数
非常系統拡張パネルがある場合のみ、出力系統数が選択できます。
ボックスをクリックし、出力系統数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 0、1
メ　モ
出力系統数が 0の場合、アンプおよびジャンクションパネルの台数は 0に固定されます。

② 出力系統拡張数
ボックスをクリックし、1つの出力系統に接続するデジタルパワーアンプの組数を設定します。
（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

［出力構成設定画面（アンプタブ選択時）］

3
4

4

5

5

6 7

アンプの
合計ワット数

③ FS-2500DF台数
ボックスをクリックし、パワーアンプフレームの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 4
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④ パワーアンプフレーム ID
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。

⑤ アンプ台数
ボックスをクリックし、パワーアンプフレームで使用するデジタルパワーアンプモジュールの台数を選択
します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 4

⑥ デジタルパワーアンプモジュール品番
ボックスをクリックし、各チャンネルで使用するデジタルパワーアンプモジュールの品番を選択します。
（デフォルト：FS-006DA（60 W））
設定範囲 FS-006DA（60 W）、FS-012DA（120 W）、FS-024DA（240 W）

⑦ 出力系統
ボックスをクリックし、それぞれのアンプが接続する出力系統を選択します。（デフォルト：1-1）
設定範囲 1-1～設定した出力拡張系統（最大 1-8）

ご注意
FS-2500DF内の連続しないチャンネル、または異なる FS-2500DFにおいて、同じ出力系統を設定する
ことはできません。

［出力構成設定画面（ジャンクションパネルタブ選択時）］

⑦ ジャンクションパネル
ボックスまたは矢印キーをクリックし、ジャンクションパネルの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

⑧ ジャンクションパネル品番
ジャンクションパネル「FS-2420JP（5局× 4）」が⑦で設定した台数分表示されます。

スピーカー回線

7

8
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［出力構成設定画面（出力系統設定タブ選択時）］

9

⑨ 出力系統への回線設定
接続したい出力系統と回線の組み合わせをダブルクリックすると、「●」マークが表示されます。

 11  非常系統拡張パネルの出力構成の設定をする。
※ 非常系統拡張パネルを使用しない場合、この設定は不要です。手順 12（P. 33）に進んでください。

画面左側の非常系統拡張パネルタブを選択します。

 11-1 アンプタブを選択して、デジタルパワーアンプの設定をする。
システム動作モードの設定（P. 14）により、により、設定画面および設定内容が異なります。

❶ 通常モード時
［出力構成設定画面（アンプタブ選択時）］

1
2
3

3

4

4

5 6

アンプの
合計ワット数
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 11-2 ジャンクションパネルタブを選択して、ジャンクションパネルの設定をする。
［出力構成設定画面（ジャンクションパネルタブ選択時）］

④ ジャンクションパネル
ボックスをクリックし、ジャンクションパネルの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

⑤ ジャンクションパネル品番
ジャンクションパネル「FS-2420JP（5局× 4）」が④で設定した台数分表示されます。

スピーカー回線

4

5

① 出力系統数
ボックスをクリックし、出力系統数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

② FS-2500DF台数
ボックスをクリックし、デジタルパワーアンプフレームの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～出力系統数（最大 8）

③ パワーアンプフレーム ID
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。

④ アンプ台数
ボックスをクリックし、パワーアンプフレームで使用するアンプ台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 4

⑤ デジタルパワーアンプ品番
ボックスをクリックし、各チャンネルで使用するデジタルパワーアンプモジュールの品番を選択します。
（デフォルト：FS-006DA（60 W））
設定範囲 FS-006DA（60 W）、FS-012DA（120 W）、FS-024DA（240 W）

⑥ 出力系統
ボックスをクリックし、それぞれのアンプが接続する出力系統を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～出力系統数（最大 8）

ご注意
FS-2500DF内の連続しないチャンネル、または異なる FS-2500DFにおいて、同じ出力系統を設定する
ことはできません。
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 11-3 出力系統設定タブを選択して、出力系統の設定をする。
［出力構成設定画面（出力系統設定タブ選択時）］

⑥ 出力系統への回線設定
接続したい出力系統と回線の組み合わせをダブルクリックすると、「●」マークが表示されます。

12

6

❷ アンプ拡張 Aまたはアンプ拡張 Bモード時
「アンプ拡張 A」モードまたは「アンプ拡張 B」モードでは、出力系統 1～ 8にそれぞれ最大 8組（最
大 32台）のデジタルパワーアンプモジュールの接続ができます。
［出力構成設定画面（出力系統数タブ選択時）］

1

2

アンプの
合計ワット数
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① 出力系統数
ボックスまたは矢印キーをクリックし、出力系統数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8
メ　モ
画面アイコンの上側にある左右ボタンを押すことで、出力系統を切り換えて表示することができます。

② 出力系統拡張数
ボックスをクリックし、1つの出力系統に接続するデジタルパワーアンプの組数を設定します。
（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

［出力構成設定画面（アンプタブ選択時）］
アンプ拡張モードで使用する出力系統ごとにアンプ設定タブが用意されます。

③ FS-2500DF台数
ボックスをクリックし、パワーアンプフレームの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～出力系統拡張数の合計（最大 16）

④ パワーアンプフレーム ID
「ID」は各機器のアドレススイッチで設定された番号を表します。

⑤ アンプ台数
ボックスをクリックし、パワーアンプフレームで使用するアンプ台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 4

⑥ デジタルパワーアンプ品番
ボックスをクリックし、各チャンネルで使用するデジタルパワーアンプモジュールの品番を選択します。
（デフォルト：FS-006DA（60 W））
設定範囲 FS-006DA（60 W）、FS-012DA（120 W）、FS-024DA（240 W）

⑦ 拡張出力系統
ボックスをクリックし、それぞれのアンプが接続する出力系統を選択します。（デフォルト：1-1）
出力系統数タブで設定した出力系統を選択することができます。
設定範囲 1-1～設定した出力拡張系統（最大 8-8）

ご注意
FS-2500DF内の連続しないチャンネル、または異なる FS-2500DFにおいて、同じ出力系統を設定する
ことはできません。

3
4

4

5

5

6 7アンプの
合計ワット数
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［出力構成設定画面（ジャンクションパネルタブ選択時）］

⑦ ジャンクションパネル
ボックスまたは矢印キーをクリックし、ジャンクションパネルの台数を選択します。（デフォルト：1）
設定範囲 1～ 8

⑧ ジャンクションパネル品番
ジャンクションパネル「FS-2420JP（5局× 4）」が⑦で設定した台数分表示されます。

※ 設定のしかたは通常モード時と同じです。（ P. 31）

［出力構成設定画面（出力系統設定タブ選択時）］

スピーカー回線

7

8

9

 12  ［OK］ボタンをクリックする。
出力構成の設定画面が閉じ、新規作成の手順を示す画面に戻ります。
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設定の項目
設定画面左に表示されているのが、メニュー項目です。
「機器構成設定」から「スイッチ・制御設定」まで、上から順番に設定していきます。
新規作成で「機器構成設定」が完了している場合は、「非常放送設定」から設定していきます。
メニュー項目をクリックすると、各項目の設定画面が表示されます。

メニュー項目

 13  ［閉じる］ボタンをクリックする。
機器構成設定が完了し、機器構成画面が表示されます。
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 ■メニュー構成
メニュー項目 設定・表示内容

機器構成設定 （P. 38）
データ情報 （P. 38）物件情報を設定します。
機器構成 （P. 39）機器の構成を設定します。

非常放送設定 （P. 40）
出力回線名称設定 （P. 40）出力回線の名称を設定します。
出力回線グループ設定 （P. 41）出力回線のグループを設定します。
階別信号（EL）名称設定 （P. 47）階別信号の名称を設定します。
階別信号（EL）設定 （P. 50）階別信号のメッセージを設定します。
出火階・連動階設定 （P. 52）出火階に連動して放送する連動階を設定します。
放送階選択スイッチ設定 （P. 56）増設操作パネルおよび非常用リモコンの放送階選択ス

イッチについて設定します。
非常放送設定 （P. 60）非常放送時の動作を設定します。
段階鳴動エリア名称設定 （P. 65）段階鳴動エリアの名称を設定します。
段階鳴動エリア設定 （P. 66）段階鳴動エリアに階別信号を割り当てます。
回線初期値設定 （P. 68）パイロットトーンおよび回線インピーダンス値を設定し

ます。
非常マイク出力グループ設定 （P. 70）非常マイク出力グループに出力系統を割り当てます。
出力系統・避難メッセージ設定 （P. 71）出力系統に避難メッセージを割り当てます。

業務放送設定 （P. 72）
音源名称・接続設定 （P. 72）音源の名称と接続先または用途を設定します。
ミックスバス設定 （P. 73）ミックスバスの用途と音源を設定します。
EV放送設定 （P. 75）EV放送の用途、音源を設定します。
優先度設定 （P. 77）音源の優先度を設定します。
業務放送動作設定 （P. 79）業務放送時の動作を設定します。

スイッチ・制御設定 （P. 84）
一斉スイッチ設定 （P. 84）FS-A2500EPおよび非常用・業務用リモコンの一斉ス

イッチについて設定します。
業務 RM本体設定 （P. 87）業務用リモコンの動作を設定します。
業務 RMスイッチ設定 （P. 90）業務用リモコンのキーについて設定します。
ファンクションスイッチ設定 （P. 92）ファンクションスイッチについて設定します。
チャイムスイッチ設定 （P. 94）FS-A2500EPおよび非常用・業務用リモコンのチャイム

スイッチについて設定します。
制御入力設定 （P. 95）制御入力について設定します。
制御出力設定 （P. 99）制御出力について設定します。
非常断 24 V出力設定 （P. 101）非常断 24 V出力端子の放送中の動作を設定します。

ネットワーク設定 （P. 104）
システム通信設定 （P. 104）ネットワークに関する設定をします。
音声通信設定 （P. 105）ネットワーク経由で音声を送信するための設定をします。

音源設定 （P. 106）
非常音源データ編集 （P. 106）非常用途の内蔵音源データを編集します。
業務音源データ編集 （P. 122）業務用途の内蔵音源データを編集します。

メンテナンス （P. 127）
履歴ファイル表示 （P. 127）履歴を表示します。
総合点検モード （P. 130）総合点検時の動作を設定します。
オンライン履歴表示 （P. 132）履歴をオンラインで表示します。
システム状態表示 （P. 133）システムの状態をオンラインで表示します。
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 ■メニューバーの項目と解説
 ●ファイル（F）

新規作成（N） ： FS-A2500システムの設定データを新規作成します。（ P. 13）
開く（O） 
　　設定ファイル（S） ： FS-A2500システムの設定データを読み込みます。（ P. 158） 
　　履歴ファイル（H） ： FS-A2500システムの履歴データを読み込みます。（ P. 128）
　　防災・放送変換テーブル（X） ： 使用しません。
上書き保存（S） ： 編集中の FS-A2500システムの設定データを上書き保存します。
  （ P. 159）
名前を付けて保存（A） ：   編集中の FS-A2500システムの設定データを名前をつけて保存します。

（ P. 159）
SDカードイメージを読込（R） ： SDカードから設定データと音源データを読み込みます。（ P. 160）
SDカードイメージを作成（W） ：   SDカードに、適切なフォルダー名とファイル名で、設定データと音源

データを保存します。（ P. 161）
設定データ出力（B） ：   設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで設定したデータを csv

ファイル形式で出力します。（ P. 156）
ラベル出力（L） ：   FS-A2500本体、非常用リモコンおよび業務用リモコンのラベルを出

力します。（ P. 152）
履歴出力（H） ：   設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerに読み込んだ FS-A2500

システムの履歴データを出力します。（ P. 155）
自火報データ出力（D） : 使用しません。
終了（X） ： 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerを終了します。
  （ P. 162）

 ●通信（C）

接続（C） ： FS-A2500EPとパソコンを接続します。（ P. 138）　
切断（D） ：  FS-A2500EPとパソコンの通信を切断します。
  （ P. 140）
設定ダウンロード（本体 SD→ PC）（R） ： FS-A2500EPの SDカードの設定データを読み込みます。
  （ P. 142）
設定アップロード（PC→本体 SD）（W） ： FS-A2500EPの SDカードに設定データを書き込みます。
  （ P. 141）
設定・音源ダウンロード（本体 SD→ PC）（O） ：  FS-A2500EPの SDカードの設定・音源データを読み込みま

す。（ P. 144）
設定・音源アップロード（PC→本体 SD）（U） ：  FS-A2500EPの SDカードに設定・音源データを書き込み

ます。（ P. 143）
設定ダウンロード（EP→ PC）（L） ：  SDカードを経由せずに、FS-A2500EPから直接設定データ

を読み込みます。（ P. 145）
履歴ファイル取得（H） ： FS-A2500EPの SDカードの履歴データを読み込みます。
  （ P. 146）
機器検出・ネットワーク設定（E） : ネットワーク設定更新ツールを開きます。（ P. 148）
通信設定（S） : FS-A2500EPの IPアドレスを設定します。（ P. 151）

 ●ツール（T）

設定をコピー（C） 
　　本体・非常リモコン（E） ：   FS-A2500EPまたは非常用リモコンの設定内容を設定対象にコピーします。

（ P. 157）
　　業務リモコン（G） ：   業務用リモコンの設定内容を設定対象にコピーします。（ P. 157）
音源データ入れ替え（S） 
　　第三言語⇔第四言語（L） ：   非常放送の音声警報の第三言語（デフォルト：中国語）と第四言語（デフォ

ルト：韓国語）の音源データを入れ換えます。
オプション（O） ：   ［ファイル→新規作成］を選択したときの画面表示を選択します。
  （ P. 13）
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 ●ヘルプ（H）

ダウンロードサイト（D） ：   ブラウザーを起動して、TOA商品データダウンロードサイトを表示します。
バージョン情報（A） ：   設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのバージョン情報を表示します。
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機器構成設定
 ■データ情報

メニュー項目の「機器構成設定」ー「データ情報」をクリックすると、データ情報画面が表示されます。
設定データ作成時の情報を入力します。
設定の詳細については、P. 13「設定データの新規作成」をお読みください。
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 ■機器構成
メニュー項目の「機器構成設定」ー「機器構成」をクリックすると、機器構成設定画面が表示されます。
増設操作パネル、電源パネル、プリアンプマトリクスパネル、非常系統拡張パネル、非常用リモコン、業務
用リモコン、デジタルパワーアンプ、ジャンクションパネルの設定を行います。
各ユニットのアイコンまたは点線で囲まれた部分をクリックすると、設定画面が表示されます。
設定の詳細については P. 13「設定データの新規作成」をお読みください。
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 ■出力回線名称設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「出力回線名称設定」をクリックすると、出力回線名称設定画面が表示
されます。
各出力回線の回線名称を変更することができます。

1 2

① 回線番号
出力回線の番号を表示します。
設定可能な回線番号は、非常用操作パネルおよび非常系統拡張パネルに接続されたジャンクションパネル
の台数によって決まります。

② 回線名称
出力回線の名称を設定します。（デフォルト：回線 1～回線 20）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

非常放送設定
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 ■出力回線グループ設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「出力回線グループ設定」をクリックすると、出力回線グループ設定画
面が表示されます。
設定した出力回線グループを割り当てることで、非常放送および業務放送を行うときに、複数の回線へ放送
することができます。
複数のスピーカー回線および 1つの制御出力を 1つの回線グループとして登録します。スピーカー回線のみ
または制御出力のみ登録することもできます。500グループまで登録できます。

① 名称
出力回線グループの名称を設定します。（デフォルト：グループ 1～ 500）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

② 制御出力先
グループに割り当てる制御出力先を設定します。ボックスをクリックして選択します。

設定範囲 未使用、EP制御出力 1～ 2＊ 1、PM1～ 3制御出力 1～ 10＊ 2、
EX1～ 13制御出力 1～ 2＊ 3、業務 RM1～ 8制御出力＊ 4

＊ 1 非常用操作パネルの制御出力。
＊ 2 プリアンプマトリクスパネルの制御出力。例えば PM1は 1台目のプリアンプマトリクスパネルを表し
ます。機器構成に応じて表示されます。

＊ 3 非常系統拡張パネルの制御出力。例えば EX1は 1台目の非常系統拡張パネルを表します。機器構成に
応じて表示されます。

＊ 4 業務用リモコン RM-500の制御出力。例えば業務 RM1は 1台目の業務用リモコンを表します。機器
構成に応じて表示されます。

ご注意
各機器の制御出力を割り当てた場合、制御出力設定画面の該当制御出力の用途は「出力回線グループ連動」
に固定されます。

③ 選択数
グループに割り当てられた出力回線の数を表示します。

1 2 3 4
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④ 出力回線ON/OFF
グループに割り当てる回線を設定します。（設定のしかた 次ページ）　
使用する回線には「●」がつきます。
設定可能な回線番号は、非常用操作パネルおよび非常系統拡張パネルに接続されたジャンクションパネル
の台数によって決まります。
また、グループ 500は全回線が選択されています。グループ 500の回線設定を変更することはできません。
ご注意
回線が未選択かつ制御出力が未使用のグループ番号については、FS-A2500EPでの設定読み込み時にデ
フォルトに戻ります。
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 ●設定のしかた

［1回線を追加するときの例］

 1  追加したい回線のセルをクリックする。
選択されたセルの枠が緑色になります。
（グループ 1の回線 2を選択した例）

 2  回線を選択した状態でダブルクリックするか、または Enterキーを押す。
選択した箇所に「●」がつき、選択数が「1」から「2」に変化します。
（グループ 1に回線 2を追加した例）

メ　モ
選択されている箇所をダブルクリック、または Deleteキーを押すと選択が解除されます。
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［複数回線を追加するときの例］

 1  追加したい回線のセルをドラッグする。
選択されたセルの色が青色になります。
（グループ 10の回線 1～ 9を選択した例）

 2  Enterキーを押すか、またはマウスを右クリックし「選択エリア設定」をクリックする。
（マウスを右クリックした例）
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選択した箇所に「●」がつき、選択数が増加します。
（グループ 10に回線 1～ 9を追加した例）

メ　モ
解除したい回線を選択し Deleteキーを押すか、またはマウスの右クリックで「選択エリア消去」を選
択すると、複数回線の選択を解除できます。

［回線の選択状態をコピーして貼り付けるときの例］

 1  コピーしたい回線のセルを 1つクリックするか、または複数箇所ドラッグする。
選択されたセルの色が青色になります。

 2  マウスを右クリックし「コピー」をクリックする。
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 3  貼り付けしたい回線のセルの先頭をクリックする。
選択されたセルの色が青色になります。

 4  マウスを右クリックし「貼り付け」をクリックする。

貼り付けた箇所に「●」がつき、選択数が貼り付けた数だけ増加します。
（グループ 11に回線 1～ 9を追加した例）
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 ■階別信号（EL）名称設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「階別信号（EL）名称設定」をクリックすると、階別信号（EL）名称設
定画面が表示されます。

 ● EL名称設定

ELタブをクリックすると、以下の画面が表示されます。

1

① EL名称（ELグループ名称）
階別信号（EL）の名称を設定します。ELグループを使用するとき（ P. 50）は ELグループ名称を
設定します。（デフォルト：EL1～ 640）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内



48

 ●階・区メッセージ名称設定

階・区メッセージタブをクリックすると、以下の画面が表示されます。

2

② 階・区名称
階・区メッセージの名称を設定します。

設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内
デフォルトは次のとおりです。
番号 名称 番号 名称 番号 名称 番号 名称

1 地下 1階 26 21階 51 中央階段 76 新館 6階
2 地下 2階 27 22階 52 塔屋 77 新館屋上
3 地下 3階 28 23階 53 エスカレーター 78 新館塔屋
4 地下 4階 29 24階 54 エレベーター 79 新館階段
5 地下 5階 30 25階 55 エレベーターシャフト 80 新館エレベーター
6 1階 31 26階 56 エレベーター機械室 81 階・区メッセージ 81
7 2階 32 27階 57 機械室 82 階・区メッセージ 81
8 3階 33 28階 58 風除室 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 

9 4階 34 29階 59 本館地下 1階
10 5階 35 30階 60 本館 1階
11 6階 36 屋上 61 本館 2階
12 7階 37 駐車場 62 本館 3階
13 8階 38 地下駐車場 63 本館 4階
14 9階 39 屋上駐車場 64 本館 5階
15 10階 40 バックヤード 65 本館 6階
16 11階 41 エントランスホール 66 本館屋上
17 12階 42 体育館 67 本館塔屋
18 13階 43 体育館 1階 68 本館階段
19 14階 44 体育館 2階 69 本館エレベーター
20 15階 45 講堂 70 新館地下 1階
21 16階 46 階段 71 新館 1階
22 17階 47 東階段 72 新館 2階
23 18階 48 西階段 73 新館 3階
24 19階 49 南階段 74 新館 4階 639 階・区メッセージ 639
25 20階 50 北階段 75 新館 5階 640 階・区メッセージ 640
※ 番号：階・区メッセージ番号
　 名称：階・区名称
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 ●注意喚起メッセージ名称設定

注意喚起メッセージタブをクリックすると、以下の画面が表示されます。

3

③ 注意喚起名称
注意喚起メッセージの名称を設定します。

設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内
デフォルトは次のとおりです。
注意喚起番号 1：注意喚起 1
注意喚起番号 2：注意喚起 2
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 ■階別信号（EL）設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「階別信号（EL）設定」をクリックすると、階別信号（EL）設定画面が
表示されます。
ジャンクションパネルの階別信号入力端子（EL端子）がメイクされたとき、この EL設定をもとにして、出
力回線の選択を行います。
非常放送用途の場合、音声警報の階情報は、メイクされた EL端子に設定された階・区メッセージ番号により
選択します。1つの EL端子に 2種類の階・区メッセージ番号を設定できます。
注意喚起放送用途の場合、注意喚起メッセージは、メイクされた EL端子に設定された注意喚起番号により選
択します。
注意喚起放送の動作の詳細については、別冊の操作説明書「階別信号を使用した放送」をお読みください。

ご注意
機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。

1 2 3 4

① 用途
EL端子の用途を選択します。（デフォルト：非常放送）
設定範囲 非常放送、注意喚起、未使用

② メッセージ 1
［用途が非常放送の場合］
ジャンクションパネルの EL端子に階・区メッセージを設定します。
階・区メッセージは、自動火災報知設備の起動時に、出火階と連動階へ放送します。

設定範囲 未使用（階・区情報なし）、1～ 640
※ 名称は階別信号（EL）名称設定（P. 48）で登録した内容となります。

［用途が注意喚起の場合］
ジャンクションパネルの EL端子に注意喚起メッセージを設定します。
注意喚起メッセージは、自動火災報知設備からの情報受信時に、設定された階へ放送します。

設定範囲 未使用、1、2
※ 名称は階別信号（EL）名称設定（P. 49）で登録した内容となります。
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（「ELグループを使用する」にチェックを入れたとき）

⑤ ELグループ
ジャンクションパネルの EL端子に ELグループを設定します。
設定範囲 1～ 640　　※ 名称は階別信号（EL）名称設定で登録した内容となります。

③ メッセージ 2
［用途が非常放送の場合］
ジャンクションパネルの EL端子に階・区メッセージを設定します。例えば「西棟」、「機械室」のように、
2つの文節を使用したいときに設定します。
階・区メッセージは、自動火災報知設備の起動時に、出火階と連動階へ放送します。

設定範囲 未使用（階・区情報なし）、1～ 640
※ 名称は階別信号（EL）名称設定で登録した内容となります。

メッセージ 2を設定した場合は、メッセージ 1に続けてメッセージ 2が放送されます。
警報言語を 2ヶ国語以上に設定しているときも、それぞれの言語でメッセージ 1に続けてメッセージ 2が
放送されます。
メッセージの例：  ただいま「西棟（メッセージ 1）」「機械室の（メッセージ 2）」火災感知器が作動しまし

た。係員が確認しておりますので、次の放送にご注意くだいさい。
  Attention please. The fire alarm system 「in the west wing （メッセージ 1）」

「machine room （メッセージ 2）」 is indicating a fire. We're now investigating the 
cause. Please wait for a further information.

［用途が注意喚起の場合］
「未使用」に固定されます。

④ 「ELグループ設定を使用する」チェックボックス
ELグループ設定を使用する場合は、チェックを入れます。
チェックを入れると、ELグループが設定できるようになります。

1 2 3 45
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 ■出火階・連動階設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「出火階・連動階設定」をクリックすると、出火階・連動階設定画面が
表示されます。
EL（出火階）に連動して選択される、EL（連動階）を設定します。
　

出火階

連動階

◎：出火階を表しています。左欄の ELと対応します。
●：連動階を表しています。上欄の ELと対応します。

上図の例では、出火階「EL5」の連動階が「EL6、7、8」となります。
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 ●設定のしかた

［連動階を個別で追加するときの例］

 1  追加したい ELのセルをクリックする。
選択されたセルの枠が緑色になります。
（EL3を選択した例）

 2  ELを選択した状態でダブルクリックするか、または Enterキーを押す。
選択した箇所に「●」がつき、連動階に追加されます。
（EL1の連動階に EL3を追加した例）

メ　モ
選択されている箇所をダブルクリック、または Deleteキーを押すと選択が解除されます。
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［連動階を複数追加するときの例］

 1  追加したい ELのセルをドラッグする。
選択されたセルの色が青色になります。
（EL1～ 8を選択した例）

 2  Enterキーを押すか、またはマウスを右クリックし「選択範囲設定」をクリックする。
（マウスを右クリックした例）



55

選択した箇所に「●」がつき、連動階に追加されます。
（EL9の連動階に EL1～ 8を追加した例）

メ　モ
解除したい回線を選択し Deleteキーを押すか、またはマウスの右クリックで「選択範囲解除」を選択
すると、連動階の選択を解除できます。
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 ■放送階選択スイッチ設定
　
メニュー項目の「非常放送設定」ー「放送階選択スイッチ設定」をクリックすると、放送階選択スイッチ設
定画面が表示されます。
増設操作パネルまたは非常用リモコンの放送階選択スイッチに、用途や出力回線などの設定をします。
放送階選択スイッチおよびスイッチ番号は下図のとおりです。

FS-A2500EPと FS-2520EP操作部

1 5 11 15

16 206 10

放送階選択スイッチ

※  FS-2500RM、FS-2500RXも FS-A2500EP
と同様です。

1 5

6 10

11 15

16 20
21 25

26 30

31 35

36 40

FS-1000RM操作部（30局の場合）

ご注意
機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。
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① 「本体の放送階選択スイッチ設定を、他の非常 RMに適用する」チェックボックス
非常RMの放送階選択スイッチの設定を本体と同じにするときにチェックを入れます。（デフォルト：チェッ
クあり）
チェックを入れると、非常リモコンを選択するタブは表示されません。

ご注意
本体と同じ設定にする場合は、すべての非常 RMの放送階選択スイッチ数を本体と同じにしてください。

② ユニット選択タブ
「本体」（FS-A2500EPに接続されている増設操作パネル）または「非常リモコン 1～ 16」の放送階選択
スイッチ設定画面を切り換えます。

③ 名称
スイッチの名称を設定します。（デフォルト：スイッチ 1～最大スイッチ数）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

④ 用途
スイッチの用途を設定します。（デフォルト：兼用）

設定範囲 非常、業務、兼用、非常マイク出力選択＊ 1、BGM1＊ 2、BGM2＊ 2、BGM3＊ 2、BGM4＊ 2、
未使用

＊ 1 「多元非常放送動作」（P. 63）を「有効」に設定している場合、選択することができます。
＊ 2 ミックスバスの用途を「BGM1～ 4」に設定している場合、選択することができます。

⑤ ELまたは ELグループ
ELまたは ELグループを設定します。　
スイッチの用途を「業務」、「非常マイク出力選択」、「BGM1～ 4」、「未使用」にしたときは設定できません。
設定範囲 ELグループ未使用時：1～設定されたジャンクションパネル台数に応じた ELの最大数

ELグループ使用時　：1～ 640　
※ 名称は「階別信号（EL）名称設定」（ P. 47）で登録した内容となります。

1 2

3 4 5 6 7 8 9
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⑥ 緊急
放送時に、アッテネーターを有効にするか無効にするかを設定します。
アッテネーターを有効にするときは、チェックを外します。（緊急なし）
アッテネーターの設定に関係なく常に最大音量で放送するときは、チェックを入れます。（緊急あり）
（デフォルト：緊急なし　※ 用途が「非常」の場合、緊急あり）
設定範囲 緊急あり、緊急なし

ご注意
● スイッチの用途を「非常」にしたときは、「緊急あり」に固定されます。
● スイッチの用途を「BGM1～ 4」にしたときは、「緊急なし」に固定されます。
● スイッチの用途を「非常マイク出力選択」「未使用」にしたときは設定できません。

⑦ 個別／グループまたは個別／グループ／一括
スイッチの用途が「未使用」のときは設定できません。
［用途が「非常」「業務」「兼用」の場合］
出力回線を個別またはグループに設定します。（デフォルト：個別）

設定範囲 個別、グループ

［用途が「非常マイク出力選択」の場合］
非常マイク放送の出力回線について、一括選択の有無を設定します。（デフォルト：なし）

設定範囲 なし、あり

⑧ 回線／グループ番号または回線／グループ／非常マイク出力グループ
出力回線を設定します。
スイッチの用途が「未使用」のときは、設定できません。
設定可能な回線番号は、非常用操作パネルおよび非常系統拡張パネルに接続されたジャンクションパネル
の台数によって決まります。
［個別の場合］

設定範囲 1～出力回線最大数

［グループの場合］
出力回線グループから選択します。

設定範囲 1～ 500

［一括選択：なしの場合］
非常マイク出力グループから選択します。

設定範囲 1～ 105
※ 名称は非常マイク出力グループ設定（P. 70）で設定した名称になります。

［一括選択：ありの場合］
設定できません。すべての出力回線が選択されます。
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⑨ 回線数、回線選択表示
放送階選択スイッチに設定された出力回線数と、出力先を表示します。

メ　モ
放送階選択スイッチ設定は、行単位でコピー &ペーストすることができます。
コピーしたい行を選択してからマウスを右クリックし「コピー」を選択します。貼り付けたい行を選択し
てからマウスを右クリックし「貼り付け」を選択すると、コピーした設定を貼り付けることができます。

マウスのドラッグや Shiftキーによる範囲選択をすることで、複数行のコピー &ペーストをすることも
できます。
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 ■非常放送設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「非常放送設定」をクリックすると、非常放送設定画面が表示されます。

1
2
3

4
5
6
7

8
9
10
11
12

13
14
15
16

17
18

19
20

21

22

① 手動・発信機起動
発信機、非常電話、または手動で非常放送を起動したときの音声警報放送を設定します。
（デフォルト：火災）　
　　発報：起動時に感知器発報放送をします。（「発報」モード）
　　　　　非常電話や発信機からの起動時には、感知器発報放送に続いて火災放送をします。
　　火災：起動がかかると、感知器発報放送なしに、火災放送をします。（「火災」モード）

設定範囲 発報、火災

② 感知器発報放送
感知器起動時に感知器発報放送をするか、しないかを設定します。（デフォルト：連動）
　　連動　　：感知器での起動時に、感知器発報放送をします。（「発報連動」モード）
　　連動停止：感知器での起動時に、感知器発報放送をしません。（「発報連動停止」モード）

操作する人に対して、前面操作部のモニタスピーカーから「火災音信号」と現場の確認と
操作を指示する「音声メッセージ」が出ます。

設定範囲 連動、連動停止

③ 発報放送繰り返し設定
感知器発報放送を繰り返して放送するかしないかを設定します。（デフォルト：なし）
　　なし　　：感知器発報放送を繰り返し回数だけ放送し、その後、無音になります。
　　繰り返し：感知器発報放送を繰り返し回数だけ放送し、その後、一定の間隔をおいて再び放送します。
　　　　　　　ただし、非常マイクによる放送後は、発報放送は繰り返し放送されません。
　　継続　　：感知器発報放送を繰り返し回数だけ放送し、その後、一定の間隔をおいて再び放送します。
　　　　　　　非常マイクによる放送後も、発報放送は繰り返し放送されます。

設定範囲 なし、繰り返し、継続
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④ 発報放送間隔
感知器発報放送繰り返し設定を「繰り返し」または「継続」に設定したときの、繰り返し間隔（インター
バル）を設定します。（デフォルト：0秒）
設定範囲 0秒～ 5分 59秒　　※ 1秒ステップ

⑤ 発報放送回数
感知器発報放送の繰り返し回数を設定します。（デフォルト：2回）
設定範囲 2～ 5

⑥ 火災放送移行タイマー
発報放送の開始または火災音信号の鳴動開始から、一定時間経過後に火災放送を開始するまでの火災放送
移行タイマーの時間を設定します。（デフォルト：2分）
2～ 5分に設定するとき以外は、所轄の消防署に確認の上、設定を行ってください。
設定範囲 1秒～ 99分 59秒　　※ 1秒ステップ　

⑦ 一斉移行
火災放送開始または火災放送移行タイマーのタイムアップから、一定時間経過後に一斉火災放送を開始す
るための一斉放送移行タイマー機能の入／切を設定します。（デフォルト：あり）

設定範囲 あり、なし

⑧ 一斉移行タイマー
一斉移行機能を「使用する」にしたときの、一斉移行タイマーの時間を設定します。（デフォルト：2分）
0秒にしたときは、火災放送の開始と同時に一斉放送になります。
0秒または 2～ 5分に設定するとき以外は、所轄の消防署に確認の上、設定を行ってください。
設定範囲 0秒～ 99分 59秒　　※ 1秒ステップ

⑨ 段階鳴動移行
火災放送移行タイマー開始後、一斉火災放送を開始するまでに、段階的にエリア拡張をするための段階鳴
動移行を何段階で行うかを設定します。（デフォルト：なし）

設定範囲 なし、1段階、2段階、3段階

ご注意
● 段階鳴動移行について、「なし」以外に設定して使用する場合は、所轄消防署の許可を得た上で、設定し
てください。

● 各段階鳴動タイマー（⑩～⑫）の時間は、火災放送の開始を起点として設定してください。（ P. 62
「段階鳴動機能を使用する場合の火災放送の動作」）

 また、段階鳴動タイマー 2（⑪）と 3（⑫）は、前のタイマーより短い時間には設定できません。
 所轄消防署に確認の上、設定を行ってください。

⑩ 段階鳴動タイマー 1
段階鳴動移行を 1～ 3段階にしたときの、1段階めの移行タイマーの時間を設定します。（デフォルト：0秒）
設定範囲 0秒～（一斉移行タイマー設定時間）　　※ 1秒ステップ

⑪ 段階鳴動タイマー 2
段階鳴動移行を 2段階または 3段階にしたときの、2段階めの移行タイマーの時間を設定します。
（デフォルト：0秒）
設定範囲 （段階鳴動タイマー 1設定時間）～（一斉移行タイマー設定時間）　　※ 1秒ステップ

⑫ 段階鳴動タイマー 3
段階鳴動移行を 3段階にしたときの、3段階めの移行タイマーの時間を設定します。（デフォルト：0秒）
設定範囲 （段階鳴動タイマー 2設定時間）～（一斉移行タイマー設定時間）　　※ 1秒ステップ
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13  警報言語
音声警報放送をする言語を設定します。日本語に加えて、英語・中国語・韓国語も設定できます。
（デフォルト：日本語）
　　日本語　　：日本語で音声警報メッセージが流れます。
　　二ヶ国語　：日本語・英語で音声警報メッセージが流れます。
　　三ヶ国語＊：日本語・英語・中国語で音声警報メッセージが流れます。
　　四ヶ国語＊：日本語・英語・中国語・韓国語で音声警報メッセージが流れます。
＊  メニューバーから［ツール→音源データ入れ替え→第三言語⇔第四言語］を選択すると、中国語と韓国
語を入れ換えられます。

設定範囲 日本語、二ヶ国語、三ヶ国語、四ヶ国語

ご注意
工場出荷時に搭載されたメッセージ以外を放送する場合は、所轄消防署の許可を得た上で、設定してくだ
さい。

14  自火報階選択連動
自動火災報知設備などから階別信号が入力されたときに、非常放送をする階の選択のしかたを設定します。
（デフォルト：連動）
　　連動：出火階（起動のあった階）と、その直上階などの連動階に放送されます。（「連動」モード）
　　一斉：すべての階に放送されます。（「連動一斉」モード）

設定範囲 連動、一斉

火災放送開始

［段階鳴動機能を使用する場合の火災放送の動作］

段階鳴動タイマーを 3段階に設定した場合、火災放送の動作は以下のようになります。

時間

段階鳴動タイマー 1
タイムアップ

段階鳴動タイマー 2
タイムアップ

一斉移行タイマー
タイムアップ

火災放送移行
タイマー時間⑥

段階鳴動
タイマー 1
時間⑩

段階鳴動
タイマー 2
時間⑪

段階鳴動
タイマー 3
時間⑫

一斉移行タイマー時間⑧

出火エリア・
連動エリア

上記以外
のエリア

段階鳴動
エリア 1

段階鳴動
エリア 2

段階鳴動
エリア 3

段階鳴動タイマー 3
タイムアップ

火災放送

火災放送

火災放送

火災放送

火災放送

非常放送開始＊

＊ 自火報感知器起動、非常電話・発信機起動時のみ
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15  手動階選択連動
放送階選択スイッチを操作したときの階の選択のしかたを設定します。（デフォルト：階別）
　　階別：手動で選択した放送階のみに放送されます。
　　連動：手動で選択した階と、その直上階などの連動階に放送されます。

設定範囲 階別、連動

16  二度押し復旧
選択済みの放送階選択スイッチを再度押したときに、回線選択の解除を許可するか、禁止するかを設定し
ます。（デフォルト：禁止）
　　許可：二度押しによる回線選択の解除を許可します。
　　禁止：二度押しによる回線選択の解除を禁止します。

「禁止」に設定すると、二度押ししたときのスイッチ操作は無効となります。

設定範囲 許可、禁止

17  多元非常放送動作
多元非常放送機能を使用するかどうかを設定します。（デフォルト：無効）
　　無効： 非常放送時には全エリアで業務放送が停止します。
　　　　　またエリアごとの非常放送の内容は同じです。
　　有効： 非常放送時にも業務放送が可能なエリアは業務放送を継続します。
　　　　　また火災放送時にはエリアごとに避難メッセージを付け加えた放送が可能になります。

設定範囲 無効、有効

ご注意
多元非常放送動作を「有効」に設定して使用する場合は、所轄消防署の許可を得た上で、設定してください。

18  外部非常マイク入力ミックス（多元非常放送動作が有効の場合のみ）
外部非常マイクからの放送をミックスするか、非常マイク優先度により制御するかを設定します。（デフォ
ルト：あり）
　　あり：外部非常マイクからの放送をミックスします。
　　なし：外部非常マイクからの放送に対し、非常マイク優先度を設定して制御します。

設定範囲 あり、なし

19  本体、非常 RM 非常マイク優先度（外部非常マイク入力ミックスがなしの場合のみ）
FS-A2500本体および非常用リモコンからの非常マイク放送の優先度を設定します。数字が小さいほど優
先度が高くなります。（デフォルト：EM-1）
設定範囲 EM-1～ EM-10

20  総合操作盤 非常マイク優先度（外部非常マイク入力ミックスがなしの場合のみ）
外部非常マイクからの非常マイク放送の優先度を設定します。数字が小さいほど優先度が高くなります。
（デフォルト：EM-2）
設定範囲 EM-1～ EM-10
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21  非常マイク出力選択動作（多元非常放送動作が有効の場合のみ）
非常マイクからの放送について、階選択連動の有無を設定します。（デフォルト：階選択連動あり）

　　階選択連動あり：  非常放送の開始に連動して、「非常マイク出力選択」用途の放送階選択スイッチ（P. 57）
が非常マイク放送の出力先としてすべて選択状態になり、作動表示灯が点灯します。

  非常マイク放送を行わないエリアがあれば、「非常マイク出力選択」用途の放送階選択
スイッチを押すことで選択状態が解除できます。非常マイクのトークスイッチを押す
と、作動表示灯が点灯しているエリアに対して、非常マイク放送を行えます。

　　階選択連動なし：  非常放送が開始されても、「非常マイク出力選択」用途に設定された放送階選択スイッチ
（P. 57）は、すべて選択されていない状態で、作動表示灯は消灯したままになります。

  「非常マイク出力選択」用途の放送階選択スイッチを押すことで、非常マイク放送を行
うエリアを選択できます。非常マイクのトークスイッチを押すと、作動表示灯が点灯
しているエリアに対して、非常マイク放送を行えます。

設定範囲 階選択連動あり、階選択連動なし

22  外部非常放送制御設定
外部非常放送制御の設定です。（デフォルト：無効）
ご注意
設定を変更せず、「無効」のままお使いください。
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 ■段階鳴動エリア名称設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「段階鳴動エリア名称設定」をクリックすると、段階鳴動エリア名称設
定画面が表示されます。

① 段階鳴動エリア名称
段階鳴動エリアの名称を設定します。（デフォルト：エリア 1～ 32）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

1
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 ■段階鳴動エリア設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「段階鳴動エリア設定」をクリックすると、段階鳴動エリア設定画面が
表示されます。

ご注意
段階鳴動移行機能を使用する場合は、必ずこの設定を行ってください。

段階鳴動エリアに階別信号（ELまたは ELグループ）を割り当てます。
段階鳴動エリア 1～ 32に対して、ELまたは ELグループ 1～ 640から複数のものを割り当てることができ
ます。
段階鳴動エリア名称は段階鳴動エリア名称設定で登録した名称、ELまたは ELグループは階別信号（EL）名
称設定で登録した名称が表示されます。
割り当てられた ELまたは ELグループには「●」がつきます。
設定のしかたは、回線グループへの回線の割り当てのしかたと同様です。（ P. 43「設定のしかた」）

階別信号（ELまたは ELグループ）

段
階
鳴
動
エ
リ
ア
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 ■段階鳴動エリア移行設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「段階鳴動エリア移行設定」をクリックすると、段階鳴動エリア移行設
定画面が表示されます。

ご注意
● 段階鳴動移行機能を使用する場合は、必ずこの設定を行ってください。
● 段階鳴動により追加されたエリア内の階別信号が注意喚起放送用途であっても、追加された階には非常放
送が行われます。

段階鳴動エリア

階
別
信
号
（
E 

L
　ま
た
は
　E 

L
グ
ル
ー
プ
）

ELまたは ELグループ 1～ 640に対して、どの段階でどの段階鳴動エリアを拡大するかを設定します。
ELまたは ELグループは階別信号（EL）名称設定で登録した名称、段階鳴動エリア名称は段階鳴動エリア名
称設定で登録した名称が表示されます。
どの段階で拡大されるかは、次の印で表示されます。
　　段階移行 1：●
　　段階移行 2：△
　　段階移行 3：◇
1つまたは複数のセルを選択し、右クリックして表示されるメニューから段階を選択します。
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 ■回線初期値設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「回線初期値設定」をクリックすると、回線初期値設定画面が表示され
ます。

① 周波数
インピーダンス値取得および短絡検出時に使用するパイロットトーンの周波数を選択します。
（デフォルト：400 Hz）
設定範囲 400 Hz、1 kHz

② 「編集する」チェックボックス
回線初期値を編集するときに、クリックしてチェックを入れます。

③ 回線初期値
「編集する」チェックボックスにチェックを入れると編集できます。
（デフォルト：1 W未満）
設定範囲 1 W未満～ 360 W

メ　モ
回線の最大値は、アンプのワット数や並列運転にかかわらず、最大値は 360 Wとなります。

1
2

3



69

［編集のしかた］

 1  「編集する」チェックボックスにチェックを入れる。
編集できるようになります。

 2   数値を入力する。
設定データを FS-A2500EPにアップロードするときに、この回線初期値が設定に反映されます。

ご注意
FS-A2500EPで回線インピーダンスを取得した結果を使用する場合は、SDカードに設定データを保存する
必要があります。
FS-A2500EPの設定操作部を操作し、回線インピーダンスの測定を実施した後、SDカードの設定データ保
存（EP→ SD）を行ってください。その後、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで設定ダウンロー
ド（本体 SD→ PC）を行ってください。
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 ■非常マイク出力グループ設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「非常マイク出力グループ設定」をクリックすると、非常マイク出力グルー
プ設定画面が表示されます。
「多元非常放送動作」（P. 63）を「有効」にしたときに、非常マイクの出力系統グループを設定します。

1 2 3

① 名称
非常マイク出力グループの名称を設定します。（デフォルト：非常マイク出力グループ 1～ 105）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

② 選択数
グループに割り当てられた出力系統の数を表示します。

③ 出力系統ON/OFF
グループに割り当てる出力系統を設定します。
割り当てられた出力系統には「●」がつきます。
設定のしかたは回線グループへの回線の割り当てのしかたと同様です。（ P. 43「設定のしかた」）
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 ■出力系統・避難メッセージ設定
メニュー項目の「非常放送設定」ー「出力系統・避難メッセージ設定」をクリックすると、出力系統・避難メッ
セージ設定画面が表示されます。
出力系統別に避難メッセージを設定できます。
「多元非常放送動作」（P. 63）を「有効」にしたときに、出力系統別に異なる音声警報メッセージを放送で
きます。
避難メッセージを設定した場合は、火災放送時に避難メッセージ（下の例の「　」内）を追加して放送され
ます。警報言語を 2ヶ国語以上に設定しているときも、それぞれの言語で設定された避難メッセージを追加
して放送されます。
メッセージの例：  火事です。火事です。2階で火災が発生しました。落ち着いて避難してください。
 「避難階段は西側・東側の 2カ所です。」
  There is a fire on the second floor. Please evacuate as quickly as possible.
  「There are two evacuation staircases, one on the west side and one on the east 

side.」

1

2

① ユニット選択タブ
FS-A2500EPまたは FS-A2500EXを選択します。

② 避難メッセージ番号
ボックスをクリックし、出力系統に割り当てる避難メッセージ番号を選択します。
避難メッセージは、非常音源データ編集画面（P. 106）で登録してください。
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業務放送設定
業務放送の動作と音源の優先度を設定します。

 ■音源名称・接続設定
メニュー項目の「業務放送設定」ー「音源名称・接続設定」をクリックすると、音源名称・接続設定画面が
表示されます。音源の名称および接続先・用途を設定します。

① 音源名称
非常用操作パネル、プリアンプマトリクスパネル、非常用リモコン、業務用リモコン、および接点式リモ
コンの音源名称を設定します。
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

② 接続・用途
［音源が外部放送（EP）の場合］
非常用操作パネルに設けられている外部放送音声入力の用途を設定します。（デフォルト：本体マイクと
ミックス）
設定範囲 本体マイクとミックス、ミックスバス 4＊1

＊1  外部放送をミックスバス 4として使用する場合、PM音声入力でミックスバス 4を使用することができ
なくなります。（ P. 73「ミックスバス設定」の画面）

※ 音源欄の表記は以下の音源を表します。数値の入るものについては例を示します。
音源 説明

本体マイク（EP） 非常用操作パネルのフロントマイク
外部放送（EP） 非常用操作パネルの外部放送音声入力
非常 RM1 1台目（アドレス「00」）の非常用リモコン
業務 RM1 1台目の業務用リモコン
接点式 RM（PM1） 1台目のプリアンプマトリクスパネルの音声入力に接続された接点式リモコン
PM1音声入力 2 1台目のプリアンプマトリクスパネルの音声入力 2

1 2
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［音源が業務用リモコンの場合］
業務用リモコンの接続先＊2を設定します。（デフォルト：本体）
設定範囲 本体、PM1～ 3音声入力 1～ 4＊3 

＊2  各音声入力に接続できる業務用リモコンは 4台までです。
＊3   例えば「PM1音声入力 1」は 1台目のプリアンプマトリクスパネルの音声入力 1を表します。業務用
リモコンの接続先に「PM音声入力」を設定した場合は、音源「PM音声入力」の接続・用途欄が「業
務 RM」に固定されます。

［音源が PM音声入力の場合］
プリアンプマトリクスパネルの接続先を設定します。（デフォルト：外部音源）
設定範囲 外部音源、接点式 RM＊4 

＊4   接点式リモコンを接続できるのは、プリアンプマトリクスパネルの音声入力のうち 1～ 4で、プリア
ンプマトリクスパネル 1台につき 1つの音声入力のみです。「接点式 RM」に設定すると、音源「接点
式 RM」の音源名称を設定できるようになります。

 ■ミックスバス設定
メニュー項目の「業務放送設定」ー「ミックスバス設定」をクリックすると、ミックスバス設定画面が表示
されます。ミックスバス放送の名称、用途、およびミックスバスを使用するプリアンプマトリクスパネルの
音声入力を設定します。

① ミックスバス名称
ミックスバス放送の名称を設定します。（デフォルト：ミックスバス放送）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

1 2 3

4
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② 用途
ミックスバスの用途を設定します。（デフォルト：業務（放送階選択））
　　業務（放送階選択） ： 用途を「業務」または「兼用」に設定した放送階選択スイッチから起動できます。
　　業務（制御入力） ： 業務放送として、制御入力から起動できます。
　　BGM1～ 4 ：  用途を「BGM1～ 4」に設定した放送階選択スイッチまたは用途を「BGM1～

4放送」に設定した制御入力から起動できます。複数のミックスバス放送の用
途を同じ BGMに設定した場合は、それらのミックスバス放送はミキシングし
て放送されます。

　　外部制御 ： 外部通信制御により起動できます。
設定範囲 業務（放送階選択）、業務（制御入力）、BGM1、BGM2、BGM3、BGM4、外部制御

③ PM音声入力
ミックスバスに設定するプリアンプマトリクスパネルの音声入力をダブルクリックして選択します。
「外部放送（EP）」の「接続・用途」を「ミックスバス 4」に設定しているときは、PM音声入力を「ミッ
クスバス 4」に設定することはできません。
※ 例えば「PM1-5」は 1台目のプリアンプマトリクスパネルの音声入力 5を表します。
ご注意
● 異なるプリアンプマトリクスパネルの音声入力を同じミックスバスに設定することはできません。
 ミックスバスに設定することができない PM音声入力は、画面上で「-」と表示されます。
● ここで選択したプリアンプマトリクスパネルの音声入力は、音源名称・接続設定画面（P. 72）の接続・
用途欄が「ミックスバス 1～ 4」に固定されます。

● 音源名称・接続設定画面（P. 72）の接続・用途欄を「業務 RM」または「接点式 RM」に設定した
PM音声入力は表示されません。

④ ミュート制御判定方法
ミックスバスのミュート制御判定方法を設定します。（デフォルト：ミュートトリガー）
　　ミュートトリガー ：  ミュートトリガーによるミュート制御が行われている放送の中から、最も優先度

が高い放送に従ってミュート制御が行われます。
　　優先度のみ ：  ミュートトリガーによるミュート制御のON/OFFに関わらず、すべての起動中の

放送の中から、最も優先度の高い放送に従ってミュート制御が行われます。
設定範囲 ミュートトリガー、優先度のみ
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 ■ EV放送設定
メニュー項目の「業務放送設定」ー「EV放送設定」をクリックすると、EV放送設定画面が表示されます。
制御入力や非常用操作パネル、非常用リモコン、集中非常用リモコンのファンクションスイッチおよび緊急
放送スイッチで起動する EV放送の音源や放送先などを設定します。

1 2 3 4 5 6

① 用途
EV放送の用途を設定します。（デフォルト：未使用）
設定範囲 EV放送、外部 EV放送、未使用

② 音源番号
内蔵音源の種類を設定します。（デフォルト：ー）

設定範囲 メッセージ 1～ 10
［EV放送メッセージ一覧］
番号 名　称 内　容

1 チャイム ウエストミンスターの鐘

2 火災訓練［男声］ 訓練放送です。【第 1シグナル】火事です、火事です、火災が発生しま
した。落ち着いて避難してください。【第 2シグナル】

3 地震訓練［男声］ 訓練放送です。【NHKチャイム音】
地震です。落ち着いて身を守ってください。（2回繰り返し）

4 防犯（学校）［男声］ 【防犯警報音】緊急事態が発生しました。先生の指示に従ってください。

5 放課後（学校）［女声］ まもなく下校時間になります。校庭や教室に残っている人は、後片付け
をして早く帰りましょう。

6 防犯（一般）［男声］ 【防犯警報音】緊急事態が発生しました。スタッフの指示に従ってくだ
さい。

7 蛍の光 蛍の光

8 開店（店舗）［女声］ 本日はご来店いただき、誠にありがとうございます。お時間のお許しに
なる限り、どうぞごゆっくりお買い物をお楽しみください。

9 閉店（店舗）［女声］ 本日はご来店いただき、誠にありがとうございました。またのお越しを
従業員一同、こころよりお待ち申し上げております。

10 省エネ（一般）［女声］ リフレッシュタイムの時間です。胸を大きく張って疲れをほぐしましょ
う。また、不要な電気は切って、職場の省エネにご協力ください。
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③ 緊急
放送時に、アッテネーターを有効にするか無効にするかを設定します。
アッテネーターを有効にするときは、チェックを外します。（緊急なし）
アッテネーターの設定に関係なく常に最大音量で放送するときは、チェックを入れます。（緊急あり）
（デフォルト：ー）

設定範囲 緊急あり、緊急なし

④ 個別／グループ
出力回線を個別またはグループに設定します。（デフォルト：ー）

設定範囲 個別、グループ

⑤ 回線／グループ番号
出力回線を設定します。
設定可能な回線番号は非常用操作パネルおよび非常系統拡張パネルに接続されたジャンクションパネルの
台数によって決まります。
（デフォルト：ー）

［個別の場合］

設定範囲 1～出力回線最大数

［グループの場合］

設定範囲 1～ 500

⑥ 回線数、回線選択表示
EV放送に設定された出力回線数と出力先を表示します。
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 ■優先度設定
メニュー項目の「業務放送設定」ー「優先度設定」をクリックすると、優先度設定画面が表示されます。
音源優先度の設定、同一優先度の制御設定をします。
優先度についての詳細は、別冊の操作説明書「放送の優先度」をお読みください。

ご注意
● 機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。
● 音源名称・接続設定画面（P. 72）で「接続・用途」が「業務 RM」、「接点式 RM」、「ミックスバス」に
設定されている PM音声入力は表示されません。

● RM-1100同士の優先度については、別冊の設置説明書「複数台接続時の優先順位の設定」をお読みくださ
い。

1 2

① 優先度
優先度を選択します。数値が小さいほど、優先度は高くなります。
表のタイトル列をクリックするたびに、優先度の表示が昇順または降順に切り換わります。

設定範囲 1～ 99
デフォルトの優先度設定は以下のとおりです。
業務放送 優先度

本体マイク放送 2
非常 RM1放送 3
非常 RM2放送 4
非常 RM3放送 5

〜 …
非常 RM16放送 18
業務 RM1放送 19

〜 …
業務 RM8放送 26

業務放送 優先度
接点式 RM1放送 27
接点式 RM2放送 28
接点式 RM3放送 29
EV放送 1

1〜
EV放送 10

業務放送 優先度
PM1音声入力 1放送

31

〜
PM1音声入力 8放送
PM2音声入力 1放送

〜
PM2音声入力 8放送
PM3音声入力 1放送

〜
PM3音声入力 8放送

業務放送 優先度
ミックスバス 1 40

〜 …
ミックスバス 4 43
注意喚起 1 1注意喚起 2

● 優先度の高い入力音源がすでに放送されている回線には放送できません。
● 優先度の低い入力音源がすでに放送されている回線には、割り込んで放送します。
● 同じ優先度を設定した場合は②「同一優先度動作」によって放送の優先が決まります。
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② 同一優先度動作
複数の入力音源に同じ優先度を設定した場合に、どの放送を優先させるのか（制御方式）を設定します。
（デフォルト：後取り優先）
　　後取り優先：優先度の同じ入力音源がすでに放送されている回線には、割り込んで放送します。
　　　　　　　　優先放送後、元の放送は復帰します。
　　先取り優先：優先度の同じ入力音源がすでに放送されている回線には放送できません。

設定範囲 後取り優先、先取り優先

ご注意

同一優先度に設定されたミックスバス放送が同時に行われる場合は、その優先度の同一優先度動作設定に
関わらずミキシングになります。
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 ■業務放送動作設定
メニュー項目の「業務放送設定」ー「業務放送動作設定」をクリックすると、業務放送動作設定画面が表示
されます。
業務放送時のミックスバス放送制御および連動チャイムの設定をします。

ご注意
● 機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。
● 音源名称・接続設定画面（P. 72）で「接続・用途」が「業務 RM」、「接点式 RM」、「ミックスバス」に
設定されている PM音声入力は表示されません。

① ミュートトリガー
ミックスバス放送と各放送とが同時に行われたときに、ミックスバス放送をどのように制御するかを選択
します。音源によって設定できる項目が異なります。

［音源が本体放送、非常 RM放送、業務 RM放送の場合］
（デフォルト：音声レベル）
　　放送階選択 ：  放送階選択スイッチを押すとミックスバス放送のミュート制御が開始し、選択を解

除すると終了します。
　　トークスイッチ ：  トークスイッチを押している間、ミックスバス放送のミュート制御が行われます。
　　音声レベル ：  音声レベルが開始感度になるとミックスバス放送のミュート制御が開始し、音声レ

ベルが終了感度になると終了します。
　　制御なし ：  ミックスバス放送のミュート制御はされません。ミックスして放送されます。
設定範囲 放送階選択、トークスイッチ、音声レベル、制御なし

［音源が接点式 RM放送、PM音声入力放送の場合］
（デフォルト：制御入力）
　　制御入力 ：  制御入力がONになると、ミックスバス放送のミュート制御が開始し、OFFになると終

了します。
　　制御なし ：  ミックスバス放送のミュート制御はされません。ミックスして放送されます。
設定範囲 制御入力、制御なし 

1 2 3 4 5 6

7
8
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［音源がミックスバス放送の場合］
（デフォルト：音声レベル）
　　制御入力 ：  制御入力がONになるとミックスバス放送のミュート制御が開始し、OFFになると

終了します。
　　外部通信制御 ：  外部システムから制御されるとミックスバス放送のミュート制御が開始し、OFFに

なると終了します。
　　放送階選択 ：  放送階選択スイッチを押すとミックスバス放送のミュート制御が開始し、選択を解除

すると終了します。
　　音声レベル ：  音声レベルが開始感度になるとミックスバス放送のミュート制御が開始し、音声レベ

ルが終了感度になると終了します。
　　制御なし ： ミックスバス放送のミュート制御はされません。ミックスして放送されます。
設定範囲 制御入力、外部通信制御、放送階選択、音声レベル、制御なし

② ミュート対象
各放送が行われたときにどのミックスバス放送をミュート制御するかを選択します。すべてのミックスバ
ス放送をカット制御することもできます。（デフォルト：ミックスバス 1～ 4）
　　ミックスバス 1～ 4 ：すべてのミックスバスをミュート制御します。
　　ミックスバス 2～ 4 ：ミックスバスの 2～ 4をミュート制御します。
　　ミックスバス 3～ 4 ：ミックスバスの 3、4をミュート制御します。
　　ミックスバス 4 ：ミックスバス 4をミュート制御します。
　　全てカット ：すべてのミックスバスをカット制御します。

設定範囲 ミックスバス 1～ 4、ミックスバス 2～ 4、ミックスバス 3～ 4、ミックスバス 4、全てカッ
ト

メ　モ
ミックスバス放送時のミュート対象に含まれる場合は、そのミックスバス放送はミュートされません。
例えば、ミックスバス 2放送のミュート対象が「ミックスバス 1～ 4」に設定されていた場合は、ミック
スバス 2はミュート制御されず、ミックスバス 1、3、4がミュート制御されます。
「全てカット」の場合も同じです。

③ チャイム連動設定　起動チャイム
業務放送を開始するときに連動する開始チャイムの設定を行います。（デフォルト：未使用）

設定範囲 未使用、チャイム 1～ 4
※ チャイム 1～ 4の音源は以下のとおりです。
　　 チャイム 1：上り 4音　　　チャイム 2：下り 4音
　　 チャイム 3：2音　　　　　 チャイム 4：ゴング
ご注意
● ①「ミュートトリガー」を「音声レベル」に設定した場合は、設定できません。
● 未接続のユニットは、設定できません。

④ チャイム連動設定　終了チャイム
業務放送を終了するときに連動する終了チャイムの設定を行います。（デフォルト：未使用）

設定範囲 未使用、チャイム 1～ 4
※ チャイム 1～ 4の音源は以下のとおりです。
　　 チャイム 1：上り 4音　　　チャイム 2：下り 4音
　　 チャイム 3：2音　　　　　 チャイム 4：ゴング
ご注意
● ①「ミュートトリガー」を「音声レベル」に設定した場合は、設定できません。
● 未接続のユニットは、設定できません。
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⑤ 開始感度
ミックスバス放送制御を開始する入力音源のレベルを設定します。（デフォルト：-30 dB）
①「ミュートトリガー」を「音声レベル」に設定したときのみ設定できます。

設定範囲 -40～ -1 dB

⑥ 終了感度
ミックスバス放送制御を終了する入力音源のレベルを設定します。（デフォルト：-40 dB）
①「ミュートトリガー」を「音声レベル」に設定したときのみ設定できます。

設定範囲 -50～ -1 dB

ご注意
終了感度は「開始感度＋ 0～－ 20 dB」の間で設定可能です。
上記範囲外の数値を入力すると、終了感度は自動的に「開始感度－ 10」の値になります。

⑦ ミュート設定（ミックスバス放送が有効のときのみ）
ミックスバス選択タブで設定対象のミックスバスを選択して、ミュート制御内容を設定します。

(f)
(a)
(b)
(c)
(d)
(e)

(g)

(f)

ミックスバス放送

ミックスバス放送 ミックスバス放送本体放送／非常RM放送／業務 RM放送／ PM放送

非常RM放送
f本体放送

PM放送

業務 RM放送

ライン音声入力または
マイク／ライン音声入力
非常RMマイク

外部放送音声入力
本体マイク

音声入力

AUX
業務 RMマイク

：

：

：

：

放送
開始

d

cb

放送
終了

e

＊

b
c
d
e
f

：ミュート開始待ち時間
：ミュート時間
：ミュート量
：復帰待ち時間
：復帰時間

放送開始のタイミングは、各音源の①「ミュートトリガー」の設定によります。＊

（a）ミックスバス選択タブ
　　 設定を行うミックスバスを切り換えます。

（b）ミュート開始待ち時間
　　 放送開始から減衰が始まるまでの時間を設定します。（デフォルト：0 秒）

設定範囲 0～ 10秒

（c）ミュート時間
　　元のレベルから ミュート量（c）で設定されたレベルに低下するまでの時間を設定します。
　　（デフォルト：0秒）

設定範囲 0～ 10秒



82

（d）ミュート量
　　ミックスバス放送制御を開始したときのミックスバス放送の減衰量を設定します。
　　（デフォルト：-40 dB）

設定範囲 -∞、-50～ -10 dB

（e）復帰待ち時間
　　放送終了後にミックスバス放送が元のレベルへ復帰開始するまでの時間を設定します。
　　（デフォルト：2秒）

設定範囲 1～ 10秒

（f）復帰時間
　　ミックスバス放送が元のレベルへ復帰するまでの時間を設定します。（デフォルト：1秒）

設定範囲 0～ 10秒

（g）初期化ボタン
　　ミックスバス放送ミュート設定の各設定値をデフォルトに戻します。

⑧ 作動表示灯設定
本体や非常用リモコンの放送階選択スイッチの作動表示灯の点灯方法を設定します。
（デフォルト：回線動作中ON）
設定範囲 回線動作中ON、通常
※  表示モードの設定による具体的な動作の違いについては、別冊の操作説明書「グループ放送」をお読み
ください。



83

 ■入力音量設定
メニュー項目の「業務放送設定」ー「入力音量設定」をクリックすると、入力音量設定画面が表示されます。
本体に接続する業務用リモコンおよびプリアンプマトリクスパネルの音声入力 1～ 4の音量を設定します。

※ 「業務 RM」は本体に接続する業務用リモコンを表します。
※ 例えば「PM1音声入力 2」は 1台目のプリアンプマトリクスパネルの音声入力 2を表します。

① 音量
音声入力の音量を設定します。（デフォルト：0 dB）
設定範囲 0、 +3、 +6、 +9、 +12 dB
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FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EX、非常用リモコン、集中非常用リモコン、および業務用リモコ
ンのスイッチ、制御入出力などの設定を行います。

 ■一斉スイッチ設定
　
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「一斉スイッチ設定」をクリックすると、一斉スイッチ設定画面
が表示されます。
FS-A2500EP、非常用リモコンの通常一斉放送スイッチと緊急一斉放送スイッチ、業務用リモコンの一斉放
送キーに任意の出力回線グループを設定することができます。

FS-A2500EP

※ FS-2500RMも FS-A2500EPと同様です。

放  送  状  態

一 斉 放 送

RM-200F RM-200FW

一 斉 放 送

RM-500

FS-2500RX操作部

ご注意
機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。

FS-1000RM操作部

スイッチ・制御設定
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画面左上のモードの設定により、画面の表示および設定内容が異なります。

［モード：通常の場合］

① モード
一斉スイッチおよび放送階選択スイッチを押したときの回線制御方法を設定します。（デフォルト：通常）

設定範囲 通常、独立制御

メ　モ
「通常モード」でグループ登録されている放送階選択スイッチを操作したときの回線制御方法は次のように
なります。（独立制御モード時の動作については次ページをお読みください。）
・ 作動表示灯が消灯している放送階選択スイッチを操作したとき
その放送階選択スイッチに登録されているスピーカー回線がオンになり、作動表示灯が点灯します。
また、登録されているスピーカー回線がすべてオンになった放送階選択スイッチの作動表示灯も点灯し
ます。

・ 作動表示灯が点灯している放送階選択スイッチを操作したとき
その放送階選択スイッチに登録されているスピーカー回線がオフになり、作動表示灯が消灯します。
また、登録されているスピーカー回線が一部でもオフになった放送階選択スイッチの作動表示灯も消灯
します。
スピーカー回線がグループ登録された放送階選択スイッチ操作後に別の放送階選択スイッチを操作して、
スピーカー回線の一部キャンセルも可能です。
通常一斉スイッチおよび緊急一斉スイッチもスピーカー回線の登録が可能で、それらの作動表示灯ととも
にスピーカー回線がグループ登録された放送階選択スイッチと同様に機能します。

② グループ番号（モードが通常の場合のみ）
任意の出力回線グループ番号を設定します。（デフォルト：グループ 500）
設定範囲 1～ 500

ご注意
回線が選択されていないグループ番号は選択できません。

1

2 3 4
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③ 緊急（モードが通常の場合のみ）
一斉放送時に、アッテネーターを有効にするか無効にするかを設定します。
アッテネーターを有効にするときは、チェックを外します。（緊急なし）
アッテネーターの設定に関係なく常に最大音量で放送するときは、チェックを入れます。（緊急あり）
業務用リモコンのみ変更が可能です。（デフォルト：緊急なし）

設定範囲 緊急あり、緊急なし

④ 回線数、回線選択表示（モードが通常の場合のみ）
通常一斉放送スイッチ、緊急一斉放送スイッチ、および一斉放送キーに設定されたグループ番号の出力回
線数と、出力先を表示します。

① モード
一斉スイッチおよび業務放送でグループ登録されている放送階選択スイッチを押したときの回線制御方法
を設定します。（デフォルト：通常）

設定範囲 通常、独立制御

メ　モ
「独立制御モード」でグループ登録されている放送階選択スイッチを操作したときの回線制御方法は次のよ
うになります。（通常モード時の動作については前ページをお読みください。）
・ 作動表示灯が消灯している放送階選択スイッチを操作したとき
その放送階選択スイッチに登録されているスピーカー回線がオンになり、作動表示灯が点灯します。
作動表示灯設定（P. 82）が「通常」の場合は、同時に作動表示灯が点灯する放送階選択スイッチはあ
りません。「回線動作中ON」の場合は、オンになったスピーカー回線が個別登録されている放送階選択
スイッチの作動表示灯も点灯します。

・ 作動表示灯が点灯している放送階選択スイッチを操作したとき
その放送階選択スイッチの作動表示灯が消灯します。残りの作動表示灯が点灯している放送階選択スイッ
チに登録されているスピーカー回線がオンを継続します。
作動表示灯設定（P. 82）が「通常」の場合は、同時に作動表示灯が消灯する放送階選択スイッチはあ
りません。「回線動作中ON」の場合は、オフになったスピーカー回線が個別登録されている放送階選択
スイッチの作動表示灯も消灯します。
各放送階選択スイッチは独立して制御されるため、通常モードのようなスピーカー回線の一部キャンセル

［モード：独立制御の場合］

1

5
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は行えません。
通常一斉スイッチおよび緊急一斉スイッチは業務放送で使用可能な放送階選択スイッチを一度にオンにす
るスイッチとして働き、放送階選択スイッチに対してのスピーカー回線登録を行えませんし、作動表示灯
も点灯しません。

⑤ 回線（モードが独立制御の場合のみ）
一斉選択に固定されます。
ご注意
● 緊急一斉放送スイッチおよび通常一斉放送スイッチの動作は同じになります。
● 一斉選択状態は出力回線グループ番号 500とは異なり、放送階選択スイッチのいずれかに割り当てられ
ている回線／グループ番号がオンになります。異なる放送階選択スイッチで同じ回線に対する「緊急あり」
「緊急なし」の設定が混在する場合は、「緊急あり」の設定が適用されます。

 ■業務 RM本体設定
　
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「業務 RM本体設定」をクリックすると、業務 RM本体設定画面
が表示されます。　
業務用リモコンの動作設定をします。

ご注意
機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。

1 2 3 4 5

67
8

9
10

11 12
13

14
15

 
① PTT/LOCK

RM-500および RM-200Fのトークキーの操作方式を選択します。（デフォルト：LOCK）
RM-200FWは PTT式で固定となります。
設定範囲 LOCK、PTT
メ　モ
トークキーの操作方式にはロック式（LOCK）とプレストーク式（PTT）があります。
　LOCK ： トークキーを一度押すとマイク放送が可能になり、もう一度押すとマイク放送を終了します。
　PTT ： トークキーを押している間だけマイク放送が可能です。
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② タイムアウト
マイクを切り忘れたときのために、自動的に放送を終了させる時間を選択します。（デフォルト：連続）
※ トークキーの操作方式が「LOCK」の場合のみ選択できます。
設定範囲 連続、1～ 20分

③ プリセレクト（RM-500の場合のみ）
放送開始時にプリセレクト機能を使用するか、使用しないかを設定します。（デフォルト：使用しない）
　　使用しない：放送階を選択した時点で放送を開始します。
　　使用する　： 放送階の選択で予備選択状態に移行し、トークキーまたは AUXキーの操作で放送を開

始します。
設定範囲 使用しない、使用する

ご注意
一斉スイッチ設定画面（P. 84）でスイッチ動作設定のモードを「独立制御モード」に設定した場合は、「使
用しない」に固定されます。先にプリセレクトを「使用する」に設定した上で「独立制御モード」に変更
したときも、「使用しない」に書き換えられます。

④ 自動復旧（RM-500の場合のみ）
トークキーのオフにより放送を終了するかどうかを設定します。（デフォルト：あり）

［プリセレクトの設定を「使用しない」に設定したとき］
　　あり：  トークキーをオフにした時点で放送を終了します。
　　なし：  トークキーをオフにしても放送を継続します。
設定範囲 あり、なし

［プリセレクトの設定を「使用する」に設定したとき］
　　あり：  トークキーまたは AUXキーをオフにすると放送階の予備選択状態に戻ります。
　　なし：  トークキーまたは AUXキーをオフにしても放送を継続します。
設定範囲 あり、なし

⑤ AUX入力（RM-500、RM-200Fの場合のみ）
RM-500または RM-200Fの AUX入力を使用するか選択します。（デフォルト：使用しない）
※ RM-200Fの場合は、内部のジャンパー設定の変更も必要です。
設定範囲 使用しない、使用する

⑥ AUXミュート（RM-500の場合のみ）
AUX入力を使用する場合、マイク使用時に AUX入力をミュートするかどうかを設定します。（デフォルト：
しない）
　　しない：  マイク使用時に AUX入力をミュートせず、ミックスして放送します。
　　する　：  マイク使用時に AUX入力をミュートします。
設定範囲 しない、する

⑦ AUXミュートトリガー（RM-500の場合のみ）
AUXミュート使用時に AUX入力のミュートトリガーを設定します。（デフォルト：音声レベル）
　　音声レベル　　：  マイク入力の音声レベルが設定された値になると、AUX入力のミュート制御を開始

します。
　　トークスイッチ：  トークスイッチを押したときに AUX入力のミュート制御を開始します。
設定範囲 音声レベル、トークスイッチ
ミュート制御の動作はミュートトリガーにより次ページの図のようになります。
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ミュートトリガーが
音声レベルの場合

AUX入力放送

マイク放送

トーク
開始

トーク
終了

トークスイッチ
ON

トークスイッチ
OFF

11

8 9

10

12 13 14

※ 8～14は以降の設定項目です。

ミュートトリガーが
トークスイッチの場合

AUX入力放送

マイク放送

トークスイッチ
ON

トークスイッチ
OFF

10

11 12 13 14

※ 10～14は以降の設定項目です。

⑧ ミュート開始感度（RM-500の場合のみ）
ミュートトリガーが「音声レベル」のときに、ミュート制御を開始する AUX入力信号のレベルを設定し
ます。（デフォルト：-30 dB）
設定範囲 -40 dB～ -1 dB（1 dB間隔）

⑨ ミュート終了感度（RM-500の場合のみ）
ミュートトリガーが「音声レベル」のときに、ミュート制御を終了する AUX入力信号のレベルを設定し
ます。（デフォルト：-40 dB）
設定範囲 -50～ -30 dB（1 dB間隔）

⑩ ミュート量（RM-500の場合のみ）
マイク放送を開始したときの AUX入力の減衰量を設定します。（デフォルト：-40 dB）
設定範囲 -∞、-50～ -10 dB（1 dB間隔）

11  開始待ち時間（RM-500の場合のみ）
ミュートトリガーの発生から減衰が始まるまでの時間を設定します。（デフォルト：0秒）
設定範囲 0～ 10秒（1秒間隔）

12  開始時間（RM-500の場合のみ）
元のレベルから「ミュート量」で設定されたレベルに低下するまでの時間を設定します。（デフォルト：0秒）
設定範囲 0～ 10秒（1秒間隔）

13  復帰待ち時間（RM-500の場合のみ）
ミュートトリガーが解除された後に AUX入力の放送音量が元のレベルへ復帰開始するまでの時間を設定
します。（デフォルト：2秒）
設定範囲 1～ 10秒（1秒間隔）
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 ■業務 RMスイッチ設定
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「業務 RMスイッチ設定」をクリックすると、業務 RMスイッチ
設定画面が表示されます。　
業務用リモコンの回線選択キーの設定をします。
回線選択キーおよびキー番号は下図のとおりです。

1

10

RM-200F RM-220FW

1

10

11

20

1

10

RM-210F

RM-500の場合は、リモコン構成設定画面（P. 21）で設定したページ数× 10のスイッチが設定できます。
液晶画面の 1ページ目がキー番号 1～ 10、2ページ目がキー番号 11～ 20、…のようになります。
ご注意
機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。

1

2 3 4 5 6

14  復帰時間（RM-500の場合のみ）
AUX入力の放送音量が元のレベルへ復帰するまでの時間を設定します。（デフォルト：1秒）
設定範囲 0～ 10秒（1秒間隔）

15  初期化ボタン（RM-500の場合のみ）
このボタンをクリックすると、 6～14の設定値をすべてデフォルトの値にします。
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① ユニット選択タブ
設定を行う業務用リモコンのユニットを切り換えます。

② 名称
スイッチの名称を設定します。（デフォルト：スイッチ 1～最大スイッチ数）
RM-500の場合、ここで設定した名称が RM-500の液晶画面に表示されます。ただし、表示できる言語は
日本語と英語のみです。

設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内
ご注意
名称に全角文字を使用する場合は、JIS第一水準（特殊文字は除く）で入力してください。
それ以外の文字を入力すると、RM-500の液晶画面での表示に文字化けが起こる可能性があります。

③ 個別／グループ
出力回線を個別またはグループに設定します。（デフォルト：個別）

設定範囲 個別、グループ
ご注意
回線／グループ番号が「未使用」のときは設定できません。

④ 回線／グループ番号
出力回線を設定します。
設定可能な回線番号は、非常用操作パネルおよび非常系統拡張パネルに接続されたジャンクションパネル
の台数によって決まります。

［個別の場合］

設定範囲 未使用、1～出力回線最大数

［グループの場合］

設定範囲 未使用、1～ 500

⑤ 緊急
放送時に、アッテネーターを有効にするか無効にするかを設定します。
アッテネーターを有効にするときは、チェックを外します。（緊急なし）
アッテネーターの設定に関係なく常に最大音量で放送するときは、チェックを入れます。（緊急あり）
（デフォルト：緊急なし）

設定範囲 緊急あり、緊急なし
ご注意
回線／グループ番号が「未使用」のときは設定できません。

⑥ 回線数、回線選択表示
業務用リモコンの回線選択キーに設定された出力回線数と、出力先を表示します。

メ　モ
回線選択キー設定は、行単位でコピー &ペーストすることができます。
コピーしたい行を選択してからマウスを右クリックし「コピー」を選択します。貼り付けたい行を選択し
てからマウスを右クリックし「貼り付け」を選択すると、コピーした設定を貼り付けることができます。

マウスのドラッグや Shiftキーによる範囲選択をすることで、複数行のコピー &ペーストをすることも
できます。
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 ■ファンクションスイッチ設定
　
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「ファンクションスイッチ設定」をクリックすると、ファンクショ
ンスイッチ設定画面が表示されます。
非常用操作パネル、非常用リモコン、集中非常用リモコンのファンクションスイッチおよび緊急放送スイッ
チについて設定します。システムで共通の設定になります。

FS-A2500EP

　※  FS-2500RMも FS-A2500EPと同様です。

FS-1000RM操作部

ご注意
非常用リモコン FS-1000RMを FS-A2500システムで使用する場合、緊急放送スイッチ 1～ 3が非常用操作
パネル FS-A2500EPのファンクションスイッチ 1～ 3と同じはたらきをします。緊急地震放送停止スイッ
チは地震放送停止用途に固定となり、緊急放送スイッチ 4として使用することはできません。

1 2 3 4 5 6 7

① 名称
スイッチの名称を設定します。（デフォルト：ファンクション SW1～ファンクション SW3）
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内

FS-2500RX操作部
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② 用途
スイッチの用途を表示します。（デフォルト：未使用）

設定範囲 EV放送 1、EV放送 2、EV放送 3、未使用
ファンクション SW1には EV放送設定（P. 75）の EV放送 1、ファンクション SW2には EV放送設定
の EV放送 2、ファンクション SW3には EV放送設定の EV放送 3で設定されたものが反映されます。
EV放送設定で設定された EV放送 1～ 3それぞれの用途が「EV放送」以外の場合は、対応するファンクショ
ンスイッチの用途も「未使用」になります。
ファンクションスイッチの用途が「未使用」以外の場合、③～⑥の変更が行えます。「未使用」の場合は変
更できません。
ご注意
ファンクションスイッチ設定で③～⑥を変更した場合、EV放送設定（P. 75）も変更されます。

③ 緊急
EV放送設定（P. 75）の③「緊急」と同様に設定してください。

④ 音源番号
EV放送設定（P. 75）の②「音源」と同様に設定してください。

⑤ 個別／グループ
EV放送設定（P. 75）の④「個別／グループ」と同様に設定してください。

⑥ 回線／グループ番号
EV放送設定（P. 75）の⑤「回線／グループ番号」と同様に設定してください。

⑦ 回線数、回線選択表示
ファンクションスイッチに設定された出力回線数と出力先を表示します。
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 ■チャイムスイッチ設定
　
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「チャイムスイッチ設定」をクリックすると、チャイムスイッチ
設定画面が表示されます。
FS-A2500EP、非常用リモコン、集中非常用リモコンのチャイムスイッチおよび業務用リモコンのチャイム
キーを設定します。

FS-A2500EP操作部

※ FS-2500RMも FS-A2500EPと同様です。

放  送  状  態

一 斉 放 送

RM-200F RM-200FWRM-500

FS-2500RX操作部

ご注意

 FS-1000RM操作部

機器構成設定で未設定のユニットについては設定できません。
 

1 2



95

① チャイム 1
チャイム 1スイッチの設定を行います。（デフォルト：チャイム 1）
設定範囲 未使用、チャイム 1～ 4＊

② チャイム 2
チャイム 2スイッチの設定を行います。（デフォルト：チャイム 2）
設定範囲 未使用、チャイム 1～ 4＊

＊ チャイム 1～ 4の音源は以下のとおりです。
 チャイム 1：上り 4音　　チャイム 2：下り 4音　　チャイム 3：2音　　チャイム 4：ゴング

 ■制御入力設定
　
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「制御入力設定」をクリックすると、制御入力設定画面が表示さ
れます。

非常用操作パネルの外部放送制御入力端子と緊急地震接点入力端子、プリアンプマトリクスパネルの制御入
力端子 1～ 20（次ページ）、および業務用リモコン RM-500の制御入力端子（次ページ）について設定します。

FS-A2500EP端子部
緊急地震接点入力端子
（緊急地震入力）

外部放送制御入力端子
（外部放送 制御入力）

1 2 3 4 5 6 7
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① 名称
制御入力の名称を設定します。

設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内
デフォルトは以下のとおりです。
FS-A2500EP ： 緊急地震入力、外部放送 制御入力
FS-2500PM ： PM1～ 3制御入力 1～ 20
RM-500 ： 業務 RM1～ 8制御入力

FS-2500PM後面

制御入力端子（制御入力 1～20）

② 用途
制御入力の用途を設定します。

［緊急地震入力の場合］
設定範囲 緊急地震放送＊1、未使用

ご注意
緊急地震放送を行う場合は、「緊急地震放送」に設定してください。
緊急地震放送を行わない場合は、「未使用」に設定してください。

［外部放送 制御入力の場合］
設定範囲 EV放送、EV放送停止、PM音声入力放送＊ 2、ミックスバス放送＊ 3、BGM1放送＊ 4、

BGM2放送＊ 4、BGM3放送＊ 4、BGM4放送＊ 4、回線選択、時刻補正、未使用

［PM制御入力の場合］
設定範囲 接点式 RM放送、接点式 RMチャイム、EV放送、EV放送停止、PM音声入力放送＊ 2、ミッ

クスバス放送＊ 3、BGM1放送＊ 4、BGM2放送＊ 4、BGM3放送＊ 4、BGM4放送＊ 4、回線選択、
時刻補正、注意喚起放送停止、未使用

＊ 1 FS-A2500EPの地震放送入力にのみ設定できます。
＊ 2 プリアンプマトリクスパネル使用時のみ設定できます。
＊ 3 ミックスバス設定画面（P. 73）で用途が「業務（制御入力）」に設定されているときのみ設定できます。
＊ 4 ミックスバス設定画面（P. 73）で用途が「BGM1～ 4」に設定されているときのみ設定できます。

RM-500底面
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緊急地震放送のシグナル音に関する基準

緊急地震放送のシグナル音は、原則として、日本放送協会が作成した報知音（NHKチャイム音）を使用
してください。
ただし、NHKチャイム音は、「緊急地震速報（警報）」＊ 7に整合している場合の使用に限定されるため、「緊
急地震速報（警報）」＊ 8に整合していない場合や、騒音などでNHKチャイム音では聞き取りにくい条件下
では、特定非営利活動法人リアルタイム地震情報利用協議会（REIC）が作成したサイン音を使用してくだ
さい。
ご注意
● 緊急地震放送の NHKチャイム音は、「緊急地震速報（警報）」＊7または、予測される震度 5弱以上の「緊
急地震速報（業）」＊8の場合以外は使用禁止です。

● NHKチャイム音の著作権は、日本放送協会に属します。
● REICサイン音の著作権は、特定非営利活動法人リアルタイム地震情報利用協議会に属します。
＊7 最大震度 5弱以上と予想した場合に、予想した震度が 4以上の地域に対して気象庁が発表します。気象
業務法に基づき、気象庁のみが発表します。

＊8 許可事業者が提供する緊急地震速報。予報内容についての責任は、当該許可事業者が負います。

［業務 RM制御入力の場合］
設定範囲 回線選択操作＊ 5、AUX放送＊ 5、＊ 6、AUXスイッチ＊ 6、未使用

＊ 5  一斉スイッチ設定画面（P. 84）でスイッチ動作設定のモードを「独立制御モード」に設定したときは、
設定できません。

＊ 6 業務 RM本体設定画面（P. 87）で AUX入力が「使用する」に設定されているときのみ設定できます。

［設定範囲の詳細］
設定範囲 説明

緊急地震放送 緊急地震放送を行います。
EV放送 EVメッセージ放送を行います。
EV放送停止 EVメッセージ放送を停止します。
PM音声入力放送 プリアンプマトリクスパネルの音声入力端子に入力されている音源の放送を

行います。
ミックスバス放送 ミックスバス放送を行います。
BGM1～ 4放送 BGM放送を行います。
回線選択 回線選択を行います。
時刻補正 時刻補正を行います。制御入力メイク時、FS-A2500EPに設定された時刻の

秒が 0秒～ 29秒の場合は 0秒に補正し、30秒～ 59秒の場合は 1分進めた
後で 0秒に補正します。

接点式 RM放送 接点式 RM放送を行います。
接点式 RMチャイム 内蔵のチャイム音源を放送します。
回線選択操作 RM-500の回線選択操作を行います。
AUX放送 AUX放送を行います。
AUXスイッチ AUX入力を外部マイク入力として使用する場合に、トークスイッチとして使用

します。

③ 番号
機能の詳細を設定します。
用途が「緊急地震放送」「接点式 RMチャイム」「EV放送」「EV放送停止」「PM音声入力放送」「ミック
スバス放送」「注意喚起放送停止」のときのみ設定できます。
用途により、設定できる番号は異なります。

［用途が「緊急地震放送」の場合］
緊急地震放送時に鳴らすチャイムの音源を設定します。

設定範囲 1（NHKチャイム音）、2（REICチャイム音）

［用途が「接点式 RMチャイム」の場合］
接点式 RMチャイム端子をメイクしたときに鳴らすチャイムの音源を設定します。
設定範囲 1（上り 4音）、2（下り 4音）、3（2音）、4（ゴング）
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［用途が「EV放送」または「EV放送停止」の場合］
対応する EV放送の番号を設定します。
設定範囲 1～ 10

ご注意
● 用途（P. 75）が「EV放送」以外に設定されている EV放送の番号は設定できません。
● 業務停電放送として制御入力から EV放送を行う場合は、電源パネルの業務停電モードを有効にしてお
く必要があります。

［用途が「PM音声入力放送」の場合］
対応するプリアンプマトリクスパネルの音声入力の番号を設定します。
例えば「1-1」は 1台目のプリアンプマトリクスパネルの音声入力 1を表します。
設定範囲 1-1～ 3-8

ご注意
音源名称・接続設定画面（P. 72）で接続・用途が「外部音源」以外に設定されている PM音声入力を選
択することはできません。

［用途が「ミックスバス放送」の場合］
対応するミックスバスの番号を設定します。
設定範囲 1～ 4

ご注意
設定できるのは、用途（P. 73）が「業務（制御入力）」に設定されているミックスバスの番号のみです。
［用途が「注意喚起放送停止」の場合］
停止する注意喚起メッセージ番号を設定します。
設定範囲 1、2

④ 緊急
放送時に、アッテネーターを有効にするか無効にするかを設定します。
アッテネーターを有効にするときは、チェックを外します。（緊急なし）
アッテネーターの設定に関係なく常に最大音量で放送するときは、チェックを入れます。（緊急あり）
（デフォルト：緊急なし）

設定範囲 緊急あり、緊急なし

ご注意
● 用途が「緊急地震放送」のときは、「緊急あり」に固定されます。
● 用途を「BGM1～ 4放送」、「接点式 RMチャイム」にしたときは、「緊急なし」に固定されます。
● 用途を「EV放送」にしたときは、対応する EV放送の設定に従います。
● 用途を「未使用」、「EV放送停止」、「時刻補正」、「AUXスイッチ」、「注意喚起放送停止」にしたときは、
設定できません。

⑤ 個別／グループ
出力回線を個別またはグループに設定します。

設定範囲 個別、グループ

ご注意
用途を「接点式 RMチャイム」、「EV放送」、「EV放送停止」、「時刻補正」、「注意喚起放送停止」、「未使用」
にしたときは設定できません。

⑥ 回線／グループ番号
出力回線を設定します。
設定可能な回線番号は非常用操作パネルおよび非常系統拡張パネルに接続されたジャンクションパネルの
台数によって決まります。

［個別の場合］

設定範囲 1～出力回線最大数
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［グループの場合］

設定範囲 1～ 500

ご注意
● 用途を「接点式 RMチャイム」、「EV放送」、「EV放送停止」、「時刻補正」、「AUXスイッチ」、「注意喚
起放送停止」、「未使用」にしたときは設定できません。

● 回線が選択されていないグループ番号は選択できません。

⑦ 回線数、回線選択表示
各制御入力に設定された出力回線数と、出力先を表示します。

 ■制御出力設定
　
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「制御出力設定」をクリックすると、制御出力設定画面が表示さ
れます。

1 2

※ 画面上の表記は、例えば「EP-1」は非常用操作パネルの制御出力 1、「業務 RM1」は 1台目の業務用リモ
コンの制御入力、「PM3-2」は 3台目のプリアンプマトリクスパネルの制御出力 2、「EX2-1」は 2台目の
非常系統拡張パネルの制御出力 1を表します。

① 名称
制御出力の名称を設定します。

設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内
デフォルトは、以下のとおりです。
　　FS-A2500EP ： EP制御出力 1～ 2
　　RM-500 ： 業務 RM1～ 8制御出力 
　　FS-2500PM ： PM1～ 3制御出力 1～ 10
　　FS-A2500EX ： EX1～ 13制御出力 1～ 2
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② 用途
制御出力の用途を設定します。

［EP制御出力、EX制御出力の場合］
設定範囲 音声警報出力中、発報放送中、火災放送中、非火災放送中、火災一斉移行、非常マイク放送中、

緊急地震放送中、業務放送中、業務緊急放送中、保守点検中、異常発生中、
EM1～ 10異常発生中、出力回線グループ連動、非常放送中、段階鳴動移行 1、
段階鳴動移行 2、段階鳴動移行 3、注意喚起放送中、日常点検中、未使用

［業務 RM制御出力の場合］
設定範囲 自機放送中、業務放送中、業務緊急放送中、保守点検中、異常発生中、出力回線グループ連動、

未使用

［PM制御出力の場合］
設定範囲 音声警報出力中、発報放送中、火災放送中、非火災放送中、火災一斉移行、非常マイク放送中、

緊急地震放送中、業務放送中、業務緊急放送中、保守点検中、異常発生中、
EM1～10異常発生中、放送中（接点式RM）、リモコン（接点式RM）、出力回線グループ連動、
非常放送中、段階鳴動移行 1、段階鳴動移行 2、段階鳴動移行 3、注意喚起放送中、日常点検中、
未使用

デフォルトは、以下のとおりです。
制御出力端子 用途 制御出力端子 用途

EP制御出力 1 火災放送中 EX2制御出力 2 非常マイク放送中
EP制御出力 2 非火災放送中 EX3制御出力 1 緊急地震放送中
PM1～ 3制御出力 1～ 8 未使用 EX3制御出力 2 業務放送中
PM1～ 3制御出力 9 放送中（接点式 RM） EX4制御出力 1 業務緊急放送中
PM1～ 3制御出力 10 リモコン（接点式 RM） EX4制御出力 2 保守点検中
EX1制御出力 1 音声警報出力中 EX5制御出力 1 異常発生中
EX1制御出力 2 発報放送中 EX5制御出力 2 未使用
EX2制御出力 1 火災一斉移行 EX6～ EX13制御出力 1～ 2 未使用

制御出力で設定できる状態出力の機能は、以下のとおりです。
設定範囲 説明

音声警報出力中 発報放送など音声警報が出力されているとき（マイク放送後および放送復旧後
再選択した場合の第 2シグナル時は出力しない）

発報放送中 発報放送中やその前後など、発報放送表示灯が点灯または点滅しているとき
火災放送中 火災放送中やその前後など、火災放送表示灯が点灯または点滅しているとき
非火災放送中 非火災放送中やその後など、非火災放送表示灯が点灯または点滅しているとき
火災一斉移行 第 2タイマーが「ON」のとき、火災放送が一斉火災放送に移行してから復旧

するまでの間
非常マイク放送中 非常放送中のフロントマイクによるマイク放送が行われているとき
異常発生中 何らかの異常が発生し、異常表示灯が点灯または点滅しているとき（アナログ

一斉放送中を除く）
EM1～10異常発生中 EM1～ 10に何らかの異常が発生し、異常表示灯が点灯または点滅しているとき
業務放送中 いずれかの機器から業務放送が行われているとき
業務緊急放送中 いずれかの機器から業務緊急放送が行われているとき
保守点検中 メンテナンスモードや総合点検モードにあるとき
緊急地震放送放送中 緊急地震速報を受信して放送がされているとき
非常放送中 火災表示灯が点灯しているとき
段階鳴動移行 1 段階鳴動移行タイマーが 1段階目に移行してから復旧するまでの間
段階鳴動移行 2 段階鳴動移行タイマーが 2段階目に移行してから復旧するまでの間
段階鳴動移行 3 段階鳴動移行タイマーが 3段階目に移行してから復旧するまでの間
注意喚起放送中 注意喚起放送が行われているとき
日常点検中 起動時の点検、定期点検、自己診断が行われているとき

ご注意
● 「出力回線グループ連動」で固定されている用途を変更したい場合は、出力回線グループ設定画面（P. 41）
から、該当制御出力が設定されているグループの制御出力先設定を変更してください。

● RM-500の制御出力は FS-A2500EP、FS-A2500EX、FS-2500PMの制御出力と比べて、1秒程度遅れ
て出力されます。
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 ■非常断 24 V出力設定
メニュー項目の「スイッチ・制御設定」ー「非常断 24 V出力設定」をクリックすると、非常断 24 V出力設
定画面が表示されます。

1 2 3 4

※ 画面上の表記は、「EP-1」は非常用操作パネルの非常断 24 V出力端子 1、「EP-2」は非常用操作パネルの
非常断 24 V出力端子 2、「EM1-1」～「EM1-10」は 1台目の非常断 24V出力拡張パネルの非常断 24 V
出力端子（非常断 24 V設定時の出力端子＊）1～ 10を表します。

 ＊  FS-A2500EMの設定切換コネクターが装着状態のとき、非常断 24 V設定となり、出力端子は非常断
24 V出力端子として動作します。

ご注意
非常用操作パネル本体の液晶画面で行うシステム設定にある「非常断 24 V設定」とは設定項目が異なります。
システム設定の「業務中動作」に該当する項目は、ここでは回線グループ③と放送種別指定④の組み合わせ
により行います。システム設定ではできない詳細な設定が行えます。
回線グループ③と放送種別指定④の設定とシステム設定による設定との関係は P. 102「回線グループ③、放
送種別指定④の設定と動作の例」をお読みください。

① 名称
FS-A2500EP、FS-A2500EMの非常断 24 V出力の名称を設定します。
設定範囲 半角 32文字以内、全角 16文字以内
デフォルトは、以下のとおりです。
　　非常用操作パネル　非常断 24 V出力端子 1 ：EP端子 1
　　非常用操作パネル　非常断 24 V出力端子 2 ：EP端子 2
　　1台目の非常断 24V出力拡張パネル　非常断 24 V出力端子 1 ：EM1端子 1
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② 出力端子グループ
非常断 24 V出力端子を出力端子グループ（#1、#2）に割り当てます。
FS-A2500EPの設定操作部を操作して行う総合点検時には、出力端子グループごとに、制御するかしない
かが設定できます。

設定範囲 #1、#2

デフォルトは、以下のとおりです。
　　非常用操作パネル　EP端子 1 ：#1
　　非常用操作パネル　EP端子 2 ：#2
　　非常断 24V出力拡張パネル　EM端子 1～ 10 ：#1

③ 回線グループ
DC24 Vを出力しない回線グループを指定します。（デフォルト：指定なし）
設定範囲 指定なし、回線グループ 1～ 500
　　指定なし ：  1回線でも、放送種別指定④で指定した放送のいずれかを行っていれば、その

端子の DC24 Vを出力しません。
　　回線グループを指定 ：  指定した回線グループ内の 1回線でも、放送種別指定④で指定した放送のいず

れかを行っていれば、その端子の DC24 Vを出力しません。

④ 放送種別指定
放送を行っているときに DC24 Vを出力しない放送種別にチェックを入れます。
以下の放送種別から複数を指定することができます。
（デフォルト：発報放送、火災放送、非火災放送、地震放送のみチェックあり）

設定範囲 業務放送、業務緊急放送、発報放送、火災放送、非火災放送、地震放送
　　業務放送 ： 通常回線のみの業務放送を行っているかどうか。
　　業務緊急放送 ： 緊急回線の業務放送を行っているかどうか。
　　発報放送 ： 発報放送を行っているかどうか。
　　火災放送 ： 火災放送を行っているかどうか。
　　非火災放送 ： 非火災放送を行っているかどうか。
　　地震放送 ： 地震放送を行っているかどうか。

ご注意
非常放送中に緊急地震速報を受信したとき、または緊急地震放送中に非常放送起動入力があったときは、
地震放送のみ行っているものとして扱います。

［回線グループ③、放送種別指定④の設定と動作の例］

・回線グループを指定しない場合
回線グループ③の設定 放送種別指定④の設定 FS-A2500システムの動作
指定なし 発報放送、火災放送、非火災放送、

地震放送のみチェックあり
業務放送中、業務緊急放送中は、DC24 Vが出力
されます。（システム設定説明書に記載の「継続」＊
に該当）

指定なし 業務放送、業務緊急放送、発報放
送、火災放送、非火災放送、地震
放送のすべてにチェックあり

業務放送中、業務緊急放送中でも DC24 Vが出力
されません。（システム設定説明書に記載の「カッ
ト」＊に該当）

指定なし 業務緊急放送、発報放送、火災放
送、非火災放送、地震放送のみ
チェックあり

業務放送中は DC24 Vが出力され、業務緊急放送
中は DC24 Vが出力されません。（システム設定
説明書に記載の「緊急カット」＊に該当）

メ　モ
上記以外の設定の場合は、システム設定説明書に記載の「放送種別設定」＊に該当します。

＊ 別冊のシステム設定説明書「非常断 24 V設定（1-5-4）」を参照。



103

・回線グループを指定する場合
回線グループ③の設定 放送種別指定④の設定 FS-A2500システムの動作
回線 1、2、3 を指定
した回線グループ

発報放送、火災放送、非火災放送、
地震放送のみチェックあり

回線 1、2、3のいずれかが発報放送中、火災放送中、
非火災放送中、地震放送中であれば、DC24 Vが
遮断されます。

回線 4、5、6 を指定
回線グループ

業務放送、業務緊急放送、発報放
送、火災放送、非火災放送、地震
放送のすべてにチェックあり

回線 4、5、6 のいずれかが放送中であれば、
DC24 Vが遮断されます。

回線 7、8、9 を指定
回線グループ

業務緊急放送、発報放送、火災放
送、非火災放送、地震放送のすべ
てにチェックあり

回線 7、8、9のいずれかが業務緊急放送中、発報
放送中、火災放送中、非火災放送中、地震放送中
であれば、DC24 Vが遮断されます。
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ネットワーク設定
 ■システム通信設定

メニュー項目の「ネットワーク設定」ー「システム通信設定」をクリックすると、システム通信設定画面が
表示されます。

① FS LAN通信設定
FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EX、FS-A2500EMの各機器の機器 IDに対する IPアドレス、
サブネットマスク、デフォルトゲートウェイはここで設定します。
デフォルトは次のとおりです。

機器 IPアドレス サブネットマスク デフォルトゲートウェイ
FS-A2500EP 192.168.14.1

255.255.255.0 0.0.0.0FS-2500PM（ID：0～ 2） 192.168.14.10～ 192.168.14.12
FS-A2500EX（ID：0～ 12）192.168.14.20～ 192.168.14.32
FS-A2500EM（ID：0～ 9） 192.168.14.80 ～ 192.168.14.89

ご注意
各機器の設定スイッチの変更、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerによる各機器の IPアドレスの
設定が必要な場合があります。
特に、FS-A2500EXを 4台以上使用する場合、システム内のすべての FS-A2500EXの設定スイッチを変
更するとともに、任意の IPアドレスに変更しないと使用できません。
詳しくは、別冊の「はじめにお読みください」をお読みください。

② 自火報システム通信設定
設定しません。

③ 外部システム通信設定
外部システムの制御ポートを設定します。（デフォルト：50010）

1

2

3
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 ■音声通信設定
メニュー項目の「ネットワーク設定」ー「音声通信設定」をクリックすると、音声通信設定画面が表示され
ます。

①音声通信設定
以下の音源について、ネットワーク経由で音声を送信するための設定をします。
デフォルトは次のとおりです。

音源 マルチキャストアドレス UDPポート
FS-A2500EPのフロントマイク 225.0.0.60 5000
FS-A2500EPの外部放送 225.0.0.61 5002
業務用リモコン 225.0.0.63 5006
非常用リモコン 225.0.0.64 5008
FS-A2500EX（ID：0～ 12）のモニター出力 225.0.0.70～ 225.0.0.82 7100～ 8300
ミックスバス 1 225.0.0.30 6000
ミックスバス 2 225.0.0.31 6002
ミックスバス 3 225.0.0.32 6004
ミックスバス 4 225.0.0.37 6014

ご注意
UDPポートに 1023以下の数値は設定できません。
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音源設定
 ■非常音源データ編集

メニュー項目の「音源設定」ー「非常音源データ編集」をクリックすると、非常音源データ編集画面が表示
されます。
音源データを別の音源データに変更したり、複数の音源データを組み合わせて新たな音源データを作成して
変更したりすることができます。
ご注意
非常音源データと業務音源データの合計サイズが FS-A2500EP上で 450 MBを超えると、FS-A2500EPに
格納できません。FS-A2500EP上の合計サイズが 450 MB以下になるように登録または編集を行ってくださ
い。

メ　モ
編集した音源データは、設定データの保存時に、同じフォルダー内の edit_dataフォルダー内に保存されます。

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10

※ ファイル名称は変更できません。
※ ファイル名の最後に「＊」が付いているファイルは、デフォルトの音源から変更があったことを示します。

① 音源データ選択タブ
編集する音源データの種類を以下の項目から選択します。
　　階・区（日本語）、階・区（第二言語）、階・区（第三言語）、階・区（第四言語）、
　　音声警報メッセージ、避難（日本語）＊ 1、避難（第二言語）＊ 1、避難（第三言語）＊ 1、避難（第四言語）＊ 1、
　　タイマ移行＊ 1、＊ 2

　　＊ 1 「多元非常放送動作」（P. 63）を「有効」に設定したときのみ
　　＊ 2  タイマー移行メッセージ用の音源を登録します。タイマー移行メッセージの詳細については、別

冊の操作説明書「タイマー移行メッセージ（多元非常放送機能有効時のみ）」をお読みください。
ご注意
日本語の音声警報メッセージを変更することはできません。
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② 編集ボタン
音源データの編集を行います。wavファイルを組み合わせ
て音源データを作成することができます。
編集したい音源データのファイル名称のセルをクリックし
て選択してから、このボタンをクリックしてください。
編集画面が表示されます。

（a）
（b）
（c）
（d）

（e）
（f）

（a）登録ボタン
　　  組み合わせに使用する wavファイルを登録

します。
　　wavファイルは番号順に連結されます。
　　メ　モ
　　 ③「登録ボタン」（下記）に記載の「メモ」
と同様の方法でも登録できます。

（b）削除ボタン
　　選択した wavファイルの登録を解除します。
（c）試聴ボタン
　　登録した音源データを試聴します。

（d）停止ボタン
　　試聴中の音源データの再生を停止します。
（e）決定ボタン
　　  登録した音源データを組み合わせて、放送で

使用する音源データとして登録します。

　　ご注意
　　  ファイル名称は、選択しているセルに表示され

ているファイル名称になり、変更はできません。
（f）キャンセルボタン
　　  音源データの編集を中止して、編集画面を閉

じます。

③ 登録ボタン
音源データの登録を開始します。読み込んだ音源データを選択した箇所に割り当てることができます。
登録したい箇所のファイル名称のセルをクリックして選択してから、このボタンをクリックしてください。
音源データを指定すると、放送で使用する音源データとして登録されます。
ご注意
ファイル名称は、選択しているセルに表示されているファイル名称になり、変更はできません。
メ　モ
● wavファイルをセルにドラッグ &ドロップすることで登録することもできます。
● 一度に複数の wavファイルを選択して登録することもできます。
 Shiftキーを使って複数のファイルを選択し、1つのセルにドラッグ &ドロップすると、そのセルから下
方向に連続したセルに順にファイルが割り付けられます。登録されるファイルの順序は、ドラッグ &ド
ロップしたファイル名から昇順に割り付けられます。

④ 削除ボタン
登録した音源データを削除します。
マウスのドラッグや Shiftキーによる範囲選択、または Ctrlキーによる複数選択をすることで、複数の音
源データを同時に削除することもできます。
ご注意
音声警報メッセージは削除できません。

⑤ 戻すボタン
変更した音源データを、デフォルトの音源データに戻します。
マウスのドラッグや Shiftキーによる範囲選択、または Ctrlキーによる複数選択をすることで、複数の音
源データを同時にデフォルトの音源データに戻すことも可能です。

⑥ 試聴ボタン
選択した音源データを試聴します。

⑦ 停止ボタン
試聴中の音源データの再生を停止します。

⑧ コピーボタン
選択した箇所の音源データをコピーします。

⑨ 貼り付けボタン
コピーした音源データを選択した箇所に貼り付けます。
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 ●音源データ編集例 1（既存の階・区メッセージを別途作成した階・区メッセージに変更する）

ここでは、例として、デフォルトの階・区メッセージ「新館エレベーター」を別途作成した階・区メッセー
ジ「旧館エレベーター」に変更する手順を記載しています。

 1  新規の設定データを作成するか、既存の設定データを開く。
メ　モ
編集した音源データは、設定データの保存時に、同じフォルダー内の edit_dataフォルダー内に保存さ
れます。

 2  ファイル名称（女声）列の音源データ「WJEL_080.wav」を、別途用意した音源データに変更
する。

 2-1 80番「新館エレベーター」のファイル名称（女声）「WJEL_080.wav」をクリックする。

 

⑩ 合計サイズ
FS-A2500EPにアップロードする音源データの FS-A2500EP上での合計サイズが表示されます。
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 2-2 ［登録］ボタンをクリックする。

音源データの入っているフォルダーを選択する画面が開きます。

 2-3 別途用意した音源データが保存されているフォルダーを開き、対象の音源データを選択し、［開く］ボタ
ンをクリックする。
ここでは、「旧館エレベーター（女声）.wav」を選択します。

音源データが入れ換わります。
［試聴］ボタンをクリックすると、登録データの再生ができます。
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ご注意
階・区メッセージを新規の音源に変更しても、音源データのファイル名称は「WJEL_080.wav」のままで
変更されません。ただし、デフォルトの音源から変更すると、ファイル名称の後に「＊」が付いて表示さ
れます。

 3  ファイル名称（男声）列の音源データ「MJEL_080.wav」を別途用意した音源データに変更
する。
80番「新館エレベーター」のファイル名称（男声）「MJEL_080.wav」をクリックし、手順 2と同様の
操作で、音源データを「旧館エレベーター（男声）.wav」に変更します。
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 4  階・区メッセージの名称を変更する。
この例では階・区メッセージの名称を「新館エレベーター」から「旧館エレベーター」に変更します。
※ 名称を変更しても、音源データには影響ありません。

 5  SDカードにデータを書き込む。
SDカードイメージ作成（ P. 161）でパソコンから SDカードにデータ
を書き込みます。

メ　モ
音源データをパソコンから FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き
込むこともできます。
詳しくは P. 143「設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードにアップ
ロードする」をお読みください。

 6  FS-A2500本体に手順 5の SDカードを差し込み、音源データの更新を行い、入れ換えを完
了する。
FS-A2500本体での音源データの更新方法については、別冊のシステム設定説明書をお読みください。
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 ●音源データ編集例 2（複数の文節音源データを組み合わせて新たな階・区メッセージを作成する）

ここでは、例として設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのインストールフォルダー内にある複数の
文節音源データを組み合わせて新たな階・区メッセージを作成し、デフォルトの階・区メッセージと入れ換
える手順を記載しています。

 1  新規の設定データを作成するか、既存の設定データを開く。
メ　モ
編集した音源データは、設定データの保存時に、同じフォルダー内の edit_dataフォルダー内に保存さ
れます。

 2  ファイル名称（女声）列の音源データ「WJEL_070.wav」を、複数の文節音源データを組み
合わせたものに変更する。

 2-1 70番「新館地下 1階」のファイル名称（女声）「WJEL_070.wav」をクリックする。
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 2-2 ［編集］ボタンをクリックする。

音源データ編集画面が開きます。

2-3 ［登録］ボタンをクリックする。
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※   文節の種類や内容については、P. 118「日本語文節データ一覧表」または P. 120「英語文節データ
一覧表」をご覧ください。

※   中国語および韓国語の文節音源データが必要なときは、別途ご用意ください。

1番に「JF91_新館 .wav」が追加されます。

 2-4 標準の文節音源データのあるフォルダーからファイル名「JF91_新館 .wav」を選択する。

メ　モ
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのインストールフォルダー内に、日本語と英語のみ、標準
の文節音源データを用意しています。
文節音源データは、女声と男声のフォルダーに分かれており、デフォルトで以下のところに収められて
います。
（日本語）
32bit OSの場合 ： C:¥Program Files¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500JF＊ 1または FS2500JM＊ 2

64bit OSの場合 ： C:¥Program Files (x86)¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500JF＊ 1

  または FS2500JM＊ 2

（英語）
32bit OSの場合 ： C:¥Program Files¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500EF＊ 1または FS2500EM＊ 2

64bit OSの場合 ： C:¥Program Files (x86)¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500EF＊ 1

  または FS2500EM＊ 2

＊1女声、＊2男声
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 2-5 2番のファイル名称欄をクリックし、手順 2-3～ 2-4と同様の操作で、音源データを追加する。
以下、同様の手順を繰り返して、「新館　地下　第 1　駐車場　の」の 5文節を追加します。

 2-6 文節の追加が完了したら、［決定］ボタンをクリックする。

音源データが入れ換わり、ファイルサイズが変更されます。
［試聴］ボタンをクリックすると、登録データの再生ができます。

ご注意
階・区メッセージを新規の音源に変更しても、音源データのファイル名称は「WJEL_070.wav」のままで
変更されません。ただし、デフォルトの音源から変更すると、ファイル名称の後に「＊」が付いて表示さ
れます。
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 3  ファイル名称（男声）列の音源データ「MJEL_070.wav」を複数の文節音源データを組み合
わせたものに変更する。
70番「新館地下 1階」のファイル名称（男声）「MJEL_070.wav」をクリックし、手順 2と同様の操
作で音源データを変更します。

 4  階・区メッセージの名称を変更する。
この例では階・区メッセージの名称を「新館地下 1階」から「新館地下第 1駐車場」に変更します。
※   名称を変更しても、音源データには影響ありません。
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 5  SDカードにデータを書き込む。
SDカードイメージ作成（ P. 161）でパソコンから SDカードにデータ
を書き込みます。

メ　モ
音源データをパソコンから FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き
込むこともできます。
詳しくは P. 143「設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードにアップ
ロードする」をお読みください。

 6  FS-A2500本体に手順 5の SDカードを差し込み、音源データの更新を行い、入れ換えを完
了する。
FS-A2500本体での音源データの更新方法については、別冊のシステム設定説明書をお読みください。
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 ●日本語文節データ一覧表

FS-A2500 Managerのインストールフォルダー内に標準の文節音源データを用意しています。
文節音源データは、女声と男声のフォルダーに分かれており、デフォルトで以下のところに収められています。

32bit OSの場合：C:¥Program Files¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500JFまたは FS2500JM
64bit OSの場合：C:¥Program Files (x86)¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500JFまたは FS2500JM

女声、フォルダー名：FS2500JF 男声、フォルダー名：FS2500JM
ファイル名 内容 ファイル名 内容

JF04_の .wav ～の JM04_で .wav ～で
JF13_1階 .wav 1階 JM13_1階 .wav 1階
JF14_2階 .wav 2階 JM14_2階 .wav 2階
JF15_3階 .wav 3階 JM15_3階 .wav 3階
JF16_4階 .wav 4階 JM16_4階 .wav 4階
JF17_5階 .wav 5階 JM17_5階 .wav 5階
JF18_6階 .wav 6階 JM18_6階 .wav 6階
JF19_7階 .wav 7階 JM19_7階 .wav 7階
JF20_8階 .wav 8階 JM20_8階 .wav 8階
JF21_9階 .wav 9階 JM21_9階 .wav 9階
JF22_10階 .wav 10階 JM22_10階 .wav 10階
JF23_11階 .wav 11階 JM23_11階 .wav 11階
JF24_12階 .wav 12階 JM24_12階 .wav 12階
JF25_13階 .wav 13階 JM25_13階 .wav 13階
JF26_14階 .wav 14階 JM26_14階 .wav 14階
JF27_15階 .wav 15階 JM27_15階 .wav 15階
JF28_16階 .wav 16階 JM28_16階 .wav 16階
JF29_17階 .wav 17階 JM29_17階 .wav 17階
JF30_18階 .wav 18階 JM30_18階 .wav 18階
JF31_19階 .wav 19階 JM31_19階 .wav 19階
JF32_20階 .wav 20階 JM32_20階 .wav 20階
JF33_21階 .wav 21階 JM33_21階 .wav 21階
JF34_22階 .wav 22階 JM34_22階 .wav 22階
JF35_23階 .wav 23階 JM35_23階 .wav 23階
JF36_24階 .wav 24階 JM36_24階 .wav 24階
JF37_25階 .wav 25階 JM37_25階 .wav 25階
JF38_26階 .wav 26階 JM38_26階 .wav 26階
JF39_27階 .wav 27階 JM39_27階 .wav 27階
JF40_28階 .wav 28階 JM40_28階 .wav 28階
JF41_29階 .wav 29階 JM41_29階 .wav 29階
JF42_30階 .wav 30階 JM42_30階 .wav 30階
JF43_31階 .wav 31階 JM43_31階 .wav 31階
JF44_32階 .wav 32階 JM44_32階 .wav 32階
JF45_33階 .wav 33階 JM45_33階 .wav 33階
JF46_34階 .wav 34階 JM46_34階 .wav 34階
JF47_35階 .wav 35階 JM47_35階 .wav 35階
JF48_36階 .wav 36階 JM48_36階 .wav 36階
JF49_37階 .wav 37階 JM49_37階 .wav 37階
JF50_38階 .wav 38階 JM50_38階 .wav 38階
JF51_39階 .wav 39階 JM51_39階 .wav 39階
JF52_40階 .wav 40階 JM52_40階 .wav 40階
JF53_地下 1階 .wav 地下 1階 JM53_地下 1階 .wav 地下 1階
JF54_地下 2階 .wav 地下 2階 JM54_地下 2階 .wav 地下 2階
JF55_地下 3階 .wav 地下 3階 JM55_地下 3階 .wav 地下 3階
JF56_地下 4階 .wav 地下 4階 JM56_地下 4階 .wav 地下 4階
JF57_地下 5階 .wav 地下 5階 JM57_地下 5階 .wav 地下 5階
JF58_エレベーター .wav エレベーター JM58_エレベーター .wav エレベーター
JF59_階段 .wav 階段 JM59_階段 .wav 階段

（次ページへ続く）
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女声、フォルダー名：FS2500JF 男声、フォルダー名：FS2500JM
ファイル名 内容 ファイル名 内容

JF60_屋上 .wav 屋上 JM60_屋上 .wav 屋上
JF61_塔屋 .wav 塔屋（とうや） JM61_塔屋 .wav 塔屋（とうや）
JF62_体育館 .wav 体育館 JM62_体育館 .wav 体育館
JF63_講堂 .wav 講堂 JM63_講堂 .wav 講堂
JF64_エスカレーター .wav エスカレーター JM64_ エ ス カ レ ー タ ー

.wav
エスカレーター

JF65_エレベーターシャフト
.wav

エレベーターシャフト JM65_エレベーターシャフト
.wav

エレベーターシャフト

JF66_エレベーター機械室
.wav

エレベーター機械室 JM66_エレベーター機械室
.wav

エレベーター機械室

JF67_東 .wav 東（ひがし） JM67_東 .wav 東（ひがし）
JF68_西 .wav 西（にし） JM68_西 .wav 西（にし）
JF69_南 .wav 南（みなみ） JM69_南 .wav 南（みなみ）
JF70_北 .wav 北（きた） JM70_北 .wav 北（きた）
JF71_中央 .wav 中央 JM71_中央 .wav 中央
JF72_中 .wav 中（ちゅう） JM72_中 .wav 中（ちゅう）
JF73_第 1.wav 第 1 JM73_第 1.wav 第 1
JF74_第 2.wav 第 2 JM74_第 2.wav 第 2
JF75_第 3.wav 第 3 JM75_第 3.wav 第 3
JF76_第 4.wav 第 4 JM76_第 4.wav 第 4
JF77_地下 .wav 地下 JM77_地下 .wav 地下
JF78_地下階 .wav 地下階 JM78_地下階 .wav 地下階
JF79_駐車場 .wav 駐車場 JM79_駐車場 .wav 駐車場
JF80_機械室 .wav 機械室 JM80_機械室 .wav 機械室
JF81_風除室 .wav 風除室（ふうじょしつ） JM81_風除室 .wav 風除室（ふうじょしつ）
JF82_ペントハウス .wav ペントハウス JM82_ペントハウス .wav ペントハウス
JF83_売り場 .wav 売り場 JM83_売り場 .wav 売り場
JF84_バックヤード .wav バックヤード JM84_バックヤード .wav バックヤード
JF85_エントランスホール
.wav

エントランスホール JM85_エントランスホール
.wav

エントランスホール

JF86_教室 .wav 教室 JM86_教室 .wav 教室
JF87_廊下 .wav 廊下 JM87_廊下 .wav 廊下
JF88_校舎 .wav 校舎 JM88_校舎 .wav 校舎
JF89_工場 .wav 工場 JM89_工場 .wav 工場
JF90_病棟 .wav 病棟 JM90_病棟 .wav 病棟
JF91_新館 .wav 新館 JM91_新館 .wav 新館
JF92_本館 .wav 本館 JM92_本館 .wav 本館
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 ●英語文節データ一覧表

FS-A2500 Managerのインストールフォルダー内に標準の文節音源データを用意しています。
文節音源データは、女声と男声のフォルダーに分かれており、デフォルトで以下のところに収められています。

32bit OSの場合：C:¥Program Files¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500EFまたは FS2500EM
64bit OSの場合：C:¥Program Files(x86)¥TOA¥FS-A2500¥Sound¥FS2500EFまたは FS2500EM

（次ページへ続く）

女声、フォルダー名：FS2500EF 男声、フォルダー名：FS2500EM
ファイル名 内容 ファイル名 内容

EF05_at the(ザ ).wav at the（ザ） EM05_at the(ザ ).wav at the（ザ）
EF06_in the(ザ ).wav in the（ザ） EM06_in the(ザ ).wav in the（ザ）
EF07_of the(ザ ).wav of the（ザ） EM07_of the(ザ ).wav of the（ザ）
EF08_on the(ザ ).wav on the（ザ） EM08_on the(ザ ).wav on the（ザ）
EF09_at the(ジ ).wav at the（ジ） EM09_at the(ジ ).wav at the（ジ）
EF10_in the(ジ ).wav in the（ジ） EM10_in the(ジ ).wav in the（ジ）
EF11_of the(ジ ).wav of the（ジ） EM11_of the(ジ ).wav of the（ジ）
EF12_on the(ジ ).wav on the（ジ） EM12_on the(ジ ).wav on the（ジ）
EF13_1st floor.wav 1st floor（1階） EM13_1st floor.wav 1st floor（1階）
EF14_2nd floor.wav 2nd floor（2階） EM14_2nd floor.wav 2nd floor（2階）
EF15_3rd floor.wav 3rd floor（3階） EM15_3rd floor.wav 3rd floor（3階）
EF16_4th floor.wav 4th floor（4階） EM16_4th floor.wav 4th floor（4階）
EF17_5th floor.wav 5th floor（5階） EM17_5th floor.wav 5th floor（5階）
EF18_6th floor.wav 6th floor（6階） EM18_6th floor.wav 6th floor（6階）
EF19_7th floor.wav 7th floor（7階） EM19_7th floor.wav 7th floor（7階）
EF20_8th floor.wav 8th floor（8階） EM20_8th floor.wav 8th floor（8階）
EF21_9th floor.wav 9th floor（9階） EM21_9th floor.wav 9th floor（9階）
EF22_10th floor.wav 10th floor（10階） EM22_10th floor.wav 10th floor（10階）
EF23_11th floor.wav 11th floor（11階） EM23_11th floor.wav 11th floor（11階）
EF24_12th floor.wav 12th floor（12階） EM24_12th floor.wav 12th floor（12階）
EF25_13th floor.wav 13th floor（13階） EM25_13th floor.wav 13th floor（13階）
EF26_14th floor.wav 14th floor（14階） EM26_14th floor.wav 14th floor（14階）
EF27_15th floor.wav 15th floor（15階） EM27_15th floor.wav 15th floor（15階）
EF28_16th floor.wav 16th floor（16階） EM28_16th floor.wav 16th floor（16階）
EF29_17th floor.wav 17th floor（17階） EM29_17th floor.wav 17th floor（17階）
EF30_18th floor.wav 18th floor（18階） EM30_18th floor.wav 18th floor（18階）
EF31_19th floor.wav 19th floor（19階） EM31_19th floor.wav 19th floor（19階）
EF32_20th floor.wav 20th floor（20階） EM32_20th floor.wav 20th floor（20階）
EF33_21st floor.wav 21st floor（21階） EM33_21st floor.wav 21st floor（21階）
EF34_22nd floor.wav 22nd floor（22階） EM34_22nd floor.wav 22nd floor（22階）
EF35_23rd floor.wav 23rd floor（23階） EM35_23rd floor.wav 23rd floor（23階）
EF36_24th floor.wav 24th floor（24階） EM36_24th floor.wav 24th floor（24階）
EF37_25th floor.wav 25th floor（25階） EM37_25th floor.wav 25th floor（25階）
EF38_26th floor.wav 26th floor（26階） EM38_26th floor.wav 26th floor（26階）
EF39_27th floor.wav 27th floor（27階） EM39_27th floor.wav 27th floor（27階）
EF40_28th floor.wav 28th floor（28階） EM40_28th floor.wav 28th floor（28階）
EF41_29th floor.wav 29th floor（29階） EM41_29th floor.wav 29th floor（29階）
EF42_30th floor.wav 30th floor（30階） EM42_30th floor.wav 30th floor（30階）
EF43_31st floor.wav 31st floor（31階） EM43_31st floor.wav 31st floor（31階）
EF44_32nd floor.wav 32nd floor（32階） EM44_32nd floor.wav 32nd floor（32階）
EF45_33rd floor.wav 33rd floor（33階） EM45_33rd floor.wav 33rd floor（33階）
EF46_34th floor.wav 34th floor（34階） EM46_34th floor.wav 34th floor（34階）
EF47_35th floor.wav 35th floor（35階） EM47_35th floor.wav 35th floor（35階）
EF48_36th floor.wav 36th floor（36階） EM48_36th floor.wav 36th floor（36階）
EF49_37th floor.wav 37th floor（37階） EM49_37th floor.wav 37th floor（37階）
EF50_38th floor.wav 38th floor（38階） EM50_38th floor.wav 38th floor（38階）
EF51_39th floor.wav 39th floor（39階） EM51_39th floor.wav 39th floor（39階）
EF52_40th floor.wav 40th floor（40階） EM52_40th floor.wav 40th floor（40階）
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女声、フォルダー名：FS2500EF 男声、フォルダー名：FS2500EM
ファイル名 内容 ファイル名 内容

EF53_1st basement.
wav

1st basement（地下 1
階）

EM53_1st basement.
wav

1st basement（地下 1
階）

EF54_2nd basement.
wav

2nd basement（地下 2
階）

EM54_2nd basement.
wav

2nd basement（地下 2
階）

EF55_3rd basement.
wav

3rd basement（地下 3
階）

EM55_3rd basement.
wav

3rd basement（地下 3
階）

EF56_4th basement.
wav

4th basement（地下 4
階）

EM56_4th basement.
wav

4th basement（地下 4
階）

EF57_5th basement.
wav

5th basement（地下 5
階）

EM57_5th basement.
wav

5th basement（地下 5
階）

EF58_elevator.wav elevator（エレベーター） EM58_elevator.wav elevator（エレベーター）
EF59_stairs.wav stairs（階段） EM59_stairs.wav stairs（階段）
EF60_rooftop.wav rooftop（屋上） EM60_rooftop.wav rooftop（屋上）
EF61_penthouse.wav penthouse（塔屋） EM61_penthouse.wav penthouse（塔屋）
EF62_gymnasium.wav gymnasium（体育館） EM62_gymnasium.wav gymnasium（体育館）
EF63_auditorium.wav auditorium（講堂） EM63_auditorium.wav auditorium（講堂）
EF64_escalator.wav escalator

（エスカレーター）
EM64_escalator.wav escalator

（エスカレーター）
EF65_elevator shaft.
wav

elevator shaft
（エレベーターシャフト）

EM65_elevator shaft.
wav

elevator shaft
（エレベーターシャフト）

EF66_elevator's 
machine room.wav

elevator's machine 
room
（エレベーター機械室）

EM66_elevator's 
machine room.wav

elevator's machine 
room
（エレベーター機械室）

EF67_east.wav east（東） EM67_east.wav east（東）
EF68_west.wav west（西） EM68_west.wav west（西）
EF69_south.wav south（南） EM69_south.wav south（南）
EF70_north.wav north（北） EM70_north.wav north（北）
EF71_center.wav center（中央） EM71_center.wav center（中央）
EF72_middle.wav middle（中） EM72_middle.wav middle（中）
EF73_1st.wav 1st（第 1） EM73_1st.wav 1st（第 1）
EF74_2nd.wav 2nd（第 2） EM74_2nd.wav 2nd（第 2）
EF75_3rd.wav 3rd（第 3） EM75_3rd.wav 3rd（第 3）
EF76_4th.wav 4th（第 4） EM76_4th.wav 4th（第 4）
EF77_basement.wav basement（地下） EM77_basement.wav basement（地下）
EF78_basement.wav basement（地下階） EM78_basement.wav basement（地下階）
EF79_parking.wav parking（駐車場） EM79_parking.wav parking（駐車場）
EF80_machine room.
wav

machine room（機械室） EM80_machine room.
wav

machine room（機械室）

EF81_airlock.wav airlock（風除室） EM81_airlock.wav airlock（風除室）
EF82_penthouse.wav penthouse

（ペントハウス）
EM82_penthouse.wav penthouse

（ペントハウス）
EF83_department.wav department（売り場） EM83_department.wav department（売り場）
EF84_backyard.wav backyard（バックヤー

ド）
EM84_backyard.wav backyard（バックヤー

ド）
EF85_entrance hall.
wav

entrance hall
（エントランスホール）

EM85_entrance hall.
wav

entrance hall
（エントランスホール）

EF86_classroom.wav classroom（教室） EM86_classroom.wav classroom（教室）
EF87_corridor.wav corridor（廊下） EM87_corridor.wav corridor（廊下）
EF88_school building.
wav

school building（校舎） EM88_school building.
wav

school building（校舎）

EF89_factory.wav factory（工場） EM89_factory.wav factory（工場）
EF90_hospital 
building.wav

hospital building（病棟） EM90_hospital 
building.wav

hospital building（病棟）

EF91_new building.
wav

new building（新館） EM91_new building.
wav

new building（新館）

EF92_main building.
wav

main building（本館） EM92_main building.
wav

main building（本館）



122

1

2
3
4
5
6
7
8
9

10

※ ファイル名称は変更できません。
※ ファイル名の最後に「＊」が付いているファイルは、デフォルトの音源から変更があったことを示します。

① 音源データ選択タブ
編集する音源データの種類を以下の項目から選択します。
　　注意喚起放送、EV放送メッセージ、チャイム、点検音源

 ■業務音源データ編集
メニュー項目の「音源設定」ー「業務音源データ編集」をクリックすると、業務音源データ編集画面が表示
されます。
音源データを別の音源データに変更したり、複数の音源データを組み合わせて新たな音源データを作成して
変更したりすることができます。
ご注意
非常音源データと業務音源データの合計サイズが FS-A2500EP上で 450 MBを超えると、FS-A2500EPに格
納できません。FS-A2500EP上の合計サイズが 450 MB以下になるように登録または編集を行ってください。

メ　モ
編集した音源データは、設定データの保存時に、同じフォルダー内の edit_dataフォルダー内に保存されます。

② 編集ボタン
音源データの編集を行います。wavファイルを組み合わせ
て音源データを作成することができます。
編集したい音源データのファイル名称のセルをクリックし
て選択してから、このボタンをクリックしてください。
編集画面が表示されます。

（a）
（b）
（c）
（d）

（e）
（f）

（a）登録ボタン
　　  組み合わせに使用する wavファイルを登録します。
　　wavファイルは番号順に連結されます。
　　メ　モ
　　 ③「登録ボタン」（下記）に記載の「メモ」と同様の
方法でも登録できます。
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③ 登録ボタン
音源データの登録を開始します。読み込んだ音源データを選択した箇所に割り当てることができます。
登録したい箇所のファイル名称のセルをクリックして選択してから、このボタンをクリックしてください。
音源データを指定すると、放送で使用する音源データとして登録されます。
ご注意
ファイル名称は、選択しているセルに表示されているファイル名称になり、変更はできません。
メ　モ
● wavファイルをセルにドラッグ &ドロップすることで登録することもできます。
● 一度に複数の wavファイルを選択して登録することもできます。
 Shiftキーを使って複数のファイルを選択し、1つのセルにドラッグ &ドロップすると、そのセルから下
方向に連続したセルに順にファイルが割り付けられます。登録されるファイルの順序は、ドラッグ &ド
ロップしたファイル名から昇順に割り付けられます。

④ 削除ボタン
登録した音源データを削除します。
マウスのドラッグや Shiftキーによる範囲選択、または Ctrlキーによる複数選択をすることで、複数の音
源データを同時に削除することもできます。
ご注意
EV放送メッセージ、チャイム、および点検音源は削除できません。

⑤ 戻すボタン
変更した音源データを、デフォルトの音源データに戻します。
マウスのドラッグや Shiftキーによる範囲選択、または Ctrlキーによる複数選択をすることで、複数の音
源データを同時にデフォルトの音源データに戻すことも可能です。

⑥ 試聴ボタン
選択した音源データを試聴します。

⑦ 停止ボタン
試聴中の音源データの再生を停止します。

⑧ コピーボタン
選択した箇所の音源データをコピーします。

⑨ 貼り付けボタン
コピーした音源データを選択した箇所に貼り付けます。

⑩ 合計サイズ
FS-A2500EPにアップロードする音源データの FS-A2500EP上での合計サイズが表示されます。

（b）削除ボタン
　　選択した wavファイルの登録を解除します。
（c）試聴ボタン
　　登録した音源データを試聴します。
（d）停止ボタン
　　試聴中の音源データの再生を停止します。

（e）決定ボタン
　　  登録した音源データを組み合わせて、放送で

使用する音源データとして登録します。

　　ご注意
　　  ファイル名称は、選択しているセルに表示され

ているファイル名称になり、変更はできません。
（f）キャンセルボタン
　　  音源データの編集を中止して、編集画面を閉

じます。

 ●音源データの編集のしかた

非常音源データの編集のしかたと同様です。
（ P. 108「音源データ編集例 1（既存の階・区メッセージを別途作成した階・区メッセージに変更する）」、
P. 112「音源データ編集例 2（複数の文節音源データを組み合わせて新たな階・区メッセージを作成する）」）
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 ●音量変更

設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerでは、業務音源データの音量を個別、または一括で調節できます。

ご注意
非常音源データの音量調節はできません。

［業務音源データの音量調節範囲］

音源データ 調節範囲 デフォルト
注意喚起 1、2 -30～ 0 dB 0 dB
EV放送メッセージ 1～ 10 -30～ 0 dB 0 dB
チャイム 1～ 4 -30～ 0 dB -10 dB
点検音源（点検開始） -20～ 0 dB -10 dB
点検音源（点検中） -30～ 0 dB -20 dB

［音量変更例 1］
ここでは、例として、「点検音源」のタブにある点検時の「点検中」音源データの音量を「-6 dB」にする手
順を記載しています。

 1  業務音源データ編集画面で、点検音源タブをクリックする。

 2  「点検中」の個別音量欄をクリックし、プルダウンリストで「-6 dB」を選択する。
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［音量変更例 2］
ここでは、例として「点検音源」のタブにあるすべての音源データの音量を「-10 dB」にする手順を記載し
ています。

 1  業務音源データ編集画面で、点検音源タブをクリックする。

 2  「一括音量」をクリックする。

音量設定画面が開きます。

 4     FS-A2500本体に手順 3の SDカードを差し込み、音源データの更新を行い、入れ換えを完
了する。
FS-A2500本体での音源データの更新方法については、別冊のシステム設定説明書をお読みください。

 3  SDカードにデータを書き込む。
SDカードイメージ作成（ P. 161）でパソコンから SDカードにデー
タを書き込みます。

メ　モ
音源データをパソコンから FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き
込むこともできます。
詳しくは P. 143「設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードにアップ
ロードする」をお読みください。
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 4  SDカードにデータを書き込む。
SDカードイメージ作成（ P. 161）でパソコンから SDカードにデータ
を書き込みます。

メ　モ
音源データをパソコンから FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き
込むこともできます。
詳しくは P. 143「設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードにアップ
ロードする」をお読みください。

 5     FS-A2500本体に手順 4の SDカードを差し込み、音源データの更新を行い、入れ換えを完
了する。
FS-A2500本体での音源データの更新方法については、別冊のシステム設定説明書をお読みください。

 3  音量設定画面の一括欄をクリックし、プルダウンリストで「-10 dB」を選択する。

ご注意
「点検音源」タブの「点検開始」と「点検中」の音源データでは、音量調節範囲が異なります。
音量を -21 dB以下の値としたときでも、「点検開始」音源データの音量は -20 dBとなります。
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 ■履歴ファイル表示
メニュー項目の「メンテナンス」ー「履歴ファイル表示」をクリックすると、履歴表示画面が表示されます。
FS-A2500システムの動作履歴を設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで最大 3万件まで表示するこ
とができます。
項目名をクリックすると、項目名の横に矢印が表示され、内容が順番に並べ替えられます。
もう一度クリックすると、並び順が切り換わります。

メンテナンス
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 ●履歴を表示する

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメ
ニューバーから［ファイル→開く→履歴ファイル］を
選択する。

［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

SDカードの LOGフォルダーに動作履歴が入っています。
動作履歴ファイルの名称は、［FS25OP.LOG］です。

2
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 2  履歴ファイルが保存されている場所を指定して、ファイルを選択し、［開く］ボタンをクリッ
クする。
履歴ファイルの読み込みが始まります。読み込みが完了すると、履歴表示画面が表示されます。
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 ■総合点検モード設定
メニュー項目の「メンテナンス」ー「総合点検モード」をクリックすると、総合点検モード設定画面が表示
されます。
FS-A2500システムを操作してシステム動作を確認するときの設定および定期点検の時刻の設定などを行いま
す。

ご注意
総合点検モードの設定は設定データに含まれます。
設定データを FS-A2500EPにアップロードする場合については、P. 141「設定データを FS-A2500EPの
SDカードにアップロードする」をお読みください。

1
2
3
4
5
6

7
8

① SP回線制御
総合点検モード中に、スピーカーから動作確認時の音声を出力するかしないかを設定します。
（デフォルト：出力しない）
「出力する」にすると、スピーカーから音声が出力されます。

設定範囲 出力する、出力しない

② 非常断 24 V制御
総合点検モード中に、非常断 24 V出力端子グループの制御をするかしないかを設定します。
（デフォルト：制御しない）
「グループを制御」にすると、状態に応じて非常断 24 V出力端子グループの DC24 Vが遮断されます。
「外部制御」にすると、非常断 24 V出力点検（P. 135「非常断 24 V出力点検」）の状態に応じて非常断
24 V端子の DC24 Vが遮断されます。
設定範囲 制御しない、グループ 1を制御、グループ 2を制御、グループ 1と 2を制御、外部制御

③ 状態出力制御
総合点検モード中に、状態出力をするかしないかを設定します。（デフォルト：制御しない）
「制御する」にすると、状態に応じて制御出力が行われます。

設定範囲 制御する、制御しない
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④ 点検音源
総合点検モードの非常放送中に使用する音源を設定します。（デフォルト：確認音源）
　　非常音源：非常時に放送する音源を使用します。
　　確認音源：点検である旨のメッセージと点検用の音源を使用します。

設定範囲 非常音源、確認音源

⑤ 非常 RMモニタースピーカー出力
総合点検モード中に、非常用リモコンのモニタースピーカーから動作確認時の音声を出力するかしないか
を設定します。（デフォルト：出力しない）
「出力する」にすると、非常用リモコンのモニタースピーカーから音声が出力されます。

設定範囲 出力する、出力しない

⑥ 非常 LCD表示
非常放送時に、FS-A2500EPの液晶画面に非常操作ガイドを表示するか、自火報（EL/EF信号）の状態
表示をするかを設定します。（デフォルト：非常操作ガイド）

設定範囲 非常操作ガイド、自火報状態表示

⑦ 自己診断
自己診断を自動で行うかどうかを設定します。

設定範囲 通常、手動のみ
　　通常　　：起動時の構成確認と定期点検開始時刻経過による定期点検を自動で行います。
　　手動のみ：起動時の構成確認と定期点検開始時刻経過による定期点検は行いません。

⑧ 定期点検開始時刻（「自己診断」を「通常」に設定したときのみ）
1日に 1度行う、定期点検の開始時刻を設定します。
設定範囲 0：00～ 23：59　　※ 1分ステップ

ご注意
● 放送中に定期点検開始時刻になった場合は、放送停止後に定期点検を行います。
● 定期点検中に放送が開始された場合は、即座に点検が中止され、正確な点検が行えません。定期点検開
始時刻は放送を行わない時刻に設定してください。
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 ■オンライン履歴表示
メニュー項目の「メンテナンス」ー「オンライン履歴表示」をクリックすると、パソコンと FS-A2500EPを
接続した状態で取得した履歴を表示します。オンラインで履歴を取得するには、パソコンと FS-A2500EPを
ネットワーク経由で接続する必要があります。オンライン状態のときは画面右下に「接続中」と表示されます。
（ P. 138「FS-A2500EPとパソコンの通信」）
動作履歴、故障履歴はそれぞれ最大 3万件まで表示されます。3万件を超えた場合、最新の 3万件のみ表示
されます。
項目名をクリックすると、項目名の横に矢印が表示され、内容が順番に並べ替えられます。
もう一度クリックすると、並び順が切り換わります。

［更新停止］ボタンをクリックすると、履歴の取得を一時停止します。

［更新開始］ボタンをクリックすると、履歴の取得を再開します。
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1. ［すべて閉じる↑］ボタン
クリックすると、すべてのブロックを閉じること
ができます。

2. ［すべて開く↓］ボタン
クリックすると、すべてのブロックを展開して詳
細を表示できます。

3. ［開く↓］ボタン／［閉じる↑］ボタン
［開く↓］ボタンをクリックすると、そのブロッ
クを展開して詳細を表示できます。
展開すると、［閉じる↑］ボタンに変わります。
［閉じる↑］ボタンをクリックすると、そのブロッ
クを閉じます。

 ■システム状態表示
メニュー項目の「メンテナンス」ー「システム状態表示」をクリックすると、パソコンと FS-A2500EPを接
続した状態で取得した機器の状態を表示します。システム状態表示を行うには、パソコンと FS-A2500EPを
ネットワーク経由で接続する必要があります。オンライン状態のときは画面右下に「接続中」と表示されます。
（ P. 138「FS-A2500EPとパソコンの通信」）

システム状態表示は、以下のブロックに分かれて表示されます。

● 本体
● 非常リモコン
● 業務リモコン
● 出力
● 拡張出力
● 自火報システム

1

1

2

2

3

［異常があるときの表示と確認のしかた］

異常がある機器や通信ができていない機器があるブロックは、赤で「異常」と表示されます。

 1  異常があるブロックの［開
く↓］ボタンをクリック
する。

（異常時の表示例）

11
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異常があるブロックの機器ごとの異常状態が表示されます。
異常がある機器は赤色で表示されます。

 2  異常が表示されている機器をクリックする。
機器状態の詳細が表示されます。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
機器状態の詳細が閉じます。

22
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 ■非常断 24 V出力点検
メニュー項目の「メンテナンス」ー「非常断 24 V出力点検」をクリックすると、パソコンと FS-A2500EP 
を接続した状態で非常断 24 V出力点検が行えます。

［非常断 24 V出力点検のしかた］

ご注意
FS-A2500EP本体で、あらかじめ総合点検モードの非常断 24 V制御設定を「外部制御」にしていないと、
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerによる非常断 24 V出力点検は行えません。
設定のしかたは、別冊のシステム設定説明書「総合点検」をお読みください。

 1  FS-A2500設定操作部の操作で、総合点検モードに入る。
総合点検モードへの入りかたは、別冊のシステム設定説明書「総合点検」をお読みください。

 2  FS-A2500 Managerと FS-A2500EPを接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
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接続が完了すると、設定上存在する非常断24 V出力端子の一覧が表示されます。

 3  遮断したい端子にチェックを入れ、更新ボタンを押す。
チェックを入れた端子のみ、非常断 24 V出力遮断状態になります。

メ  モ
選択している端子のチェックをすべて外す場合は、選択解除ボタンを押します。

3

3
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 4  点検を終了する場合は、FS-A2500EP設定操作部の操作で総合点検モードを終了する。
総合点検モードの終了のしかたは、別冊のシステム設定説明書「総合点検」をお読みください。

ご注意
FS-A2500Managerによる非常断 24 V出力点検中は、FS-A2500EP本体の点検残り時間は減りません。
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FS-A2500EPとパソコンの通信
FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコンをネットワーク経
由で接続することで、設定データおよび履歴ファイルをリアルタイムに取得することができます。

パソコンのネットワーク設定は、以下のとおりにしてください。
● IPアドレス ：  192.168.14.201（4桁目を 201に設定できない場合は、202～ 250の中からいずれ

かを設定してください。また、システムの FS-A2500EP、FS-A2500EX、FS-2500PM
の IPアドレスと重複しないものを設定してください。）

● サブネットマスク ： 255.255.255.0

ご注意
複数のパソコンを FS-A2500EPに同時に接続することはできません。

 ■ FS-A2500EPとパソコンを接続する
 1  FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EXのいずれかと、設定支援ソフトウェア

FS-A2500 Managerをインストールしたパソコンをそれぞれスイッチングハブに接続する。
未接続の FS LAN接続端子を 10BASE-T/100BASE-TXに対応したスイッチングハブに接続します。
RJ45コネクター付きカテゴリー 5規格のストレートケーブルを使用してください。

ご注意
● スイッチングハブには、上記の FS-A2500機器とパソコン以外を接続しないでください。複数の

FS-A2500機器や別の FS-A2500システムを接続しないでください。
● FS-A2500機器とパソコンを直接ケーブルで接続しないでください。

設定支援ソフトウェア
FS-A2500 Managerを
インストールしたパソコン

FS LAN接続端子

スイッチングハブ

RJ45コネクター付き
カテゴリー 5規格の
ストレートケーブル

※ どちらの端子に接続してもかまいません。

FS-A2500EP

メ　モ
● スイッチングハブを接続せずに直接接続することもできますが、パソコンの故障を避けるためにもス
イッチングハブの接続をお勧めします。

● FS-A2500EPの FS LAN接続端子が使用中の場合は、FS-A2500EPに接続された FS-2500PMまた
は FS-A2500EXの FS LAN接続端子をスイッチングハブに接続することで、FS-A2500EPとパソコ
ンを接続します。
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 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニュー
バーから［通信→接続］を選択する。

接続中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、中断できます。

接続が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

※  接続ができないときは P. 147「通信ができないときは」をお
読みください。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。

通信中は、画面右下に「接続中」と表示されます。
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ご注意
通信中にシステムリセットをしたり、LANケーブルを抜いたりすると、接続が切断され、画面右下の表
示が「切断」になります。
手順 2から再度行ってください。

 ■ FS-A2500EPとパソコンの通信を切断する

手順：  FS-A2500EPとパソコンがオンライン状態のときに、
メニューバーから［通信→切断］を選択する。
画面右下の「接続中」の表示が「切断」になります。
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 ■設定データを FS-A2500EPのSDカードにアップロード
する

パソコンで作成した設定データを FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き込むことができます。
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで現在読み込んでいる設定データをアップロードします。
※ SDカードに音源データが保存されていない場合は、設定データだけではなく音源データのアップロード
も必要です。「設定・音源データアップロード」をしてください。（ P. 101「設定・音源データを
FS-A2500EPにアップロードする」）

 1  FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコン
を接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
接続が完了すると、画面右下に「接続中」と表示されます。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバー
から［通信→設定アップロード（PC→本体 SD）］を選択する。
FS-A2500EPとパソコンがオフラインのときに実行した場合は、
接続を行ってから、転送を開始します。

転送中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

転送が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。

ご注意
設定データを FS-A2500システムの設定に反映するためには、FS-A2500EPで設定データの更新を行う必要
があります。
FS-A2500EPの設定操作部を操作し、メンテナンスメニューから SDカードの設定データ更新（SD→ EP）
を行ってください。
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 ■設定データを FS-A2500EPの SDカードからダウン
ロードする

FS-A2500EPの SDカードに保存されている設定データをパソコンにオンラインでダウンロードすることが
できます。
ダウンロードした設定データは、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerに読み込まれます。
ダウンロードした設定データをパソコンに保存する場合は、ダウンロード後に設定ファイルの保存を行って
ください。（ P. 159「設定ファイルの保存」）

ご注意
● 設定データをダウンロードする前に、FS-A2500EPの設定データを SDカードに書き込む必要があります。
 FS-A2500EPの設定操作部を操作し、メンテナンスメニューから SDカードの設定データ保存（EP→ SD）
を行ってください。

● 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで編集中の設定状態は、ダウンロードした設定データに上書
きされます。編集中の設定データを保存する場合は、設定ファイルの保存を行ってください。（ P. 
159「設定ファイルの保存」）

 1  FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコン
を接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
接続が完了すると、画面右下に「接続中」と表示されます。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニュー
バーから［通信→設定ダウンロード（本体 SD→ PC）］を
選択する。
FS-A2500EPとパソコンがオフラインのときに実行した場合は、
接続を行ってから、転送を開始します。

転送中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

転送が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。
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 ■設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードにアッ
プロードする

パソコンで作成した設定データと音源データを FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き込むことがで
きます。
設定・音源アップロードを行うと、設定データとすべての音源データがアップロードされます。アップロー
ドできる音源は FS-A2500EP上で合計 450 MBまでです。
アップロードは、現在編集中の設定データと音源データが保存されているフォルダーから行われます。その
フォルダーにない音源データは、デフォルトの音源が入っているフォルダーからアップロードされます。

ご注意
通信速度とアップロードするデータ容量によっては時間がかかります。
初期設定の状態で SDカードに設定・音源データをアップロードする場合でも、20分程度かかることがあり
ます。

 1  FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコン
を接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
接続が完了すると、画面右下に「接続中」と表示されます。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニュー
バーから［通信→設定・音源アップロード（PC→本体
SD）］を選択する。
FS-A2500EPとパソコンがオフラインのときに実行した場合は、
接続を行ってから、転送を開始します。

転送中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

転送が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。

ご注意
設定・音源データを FS-A2500EPシステムの設定に反映するには、FS-A2500EPで設定・音源データの更
新を行う必要があります。
FS-A2500EP本体の設定操作部を操作し、メンテナンスメニューから SDカードの設定・音源データ更新を
行ってください。
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 ■設定・音源データを FS-A2500EPの SDカードからダ
ウンロードする

FS-A2500EPの SDカードに保存されている設定・音源データをパソコンにオンラインでダウンロードする
ことができます。

 1  FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコン
を接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
接続が完了すると、画面右下に「接続中」と表示されます。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニュー
バーから［通信→設定・音源ダウンロード（本体
SD→ PC）］を選択する。
FS-A2500EPとパソコンがオフラインのときに実行した場合は、
接続を行ってから、転送を開始します。

転送中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

転送が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。
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 ■設定データを FS-A2500EPから直接ダウンロードする
FS-A2500EP本体に保存されている設定データをパソコンにオンラインでダウンロードすることができま
す。
ダウンロードした設定データは、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerに読み込まれます。
ダウンロードした設定データをパソコンに保存する場合は、ダウンロード後に設定ファイルの保存を行って
ください。（ P. 159「設定ファイルの保存」）

ご注意
● FS-A2500EPおよび FS-A2500EXが以下の動作中のときに、設定ダウンロードをすることはできません。

メニュー操作中、設定・音源データ更新中、設定・音源データ保存中、非常放送中、
緊急地震放送中、ファームウェア更新中

● 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで編集中の設定状態は、ダウンロードした設定データに上書き
されます。編集中の設定データを保存する場合は、設定ファイルの保存を行ってください。（ P. 159「設
定ファイルの保存」）

 1  FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコンを
接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
接続が完了すると、画面右下に「接続中」と表示されます。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバー
から［通信→設定ダウンロード（EP→ PC）］を選択する。
FS-A2500EPとパソコンがオフラインのときに実行した場合は、接
続を行ってから、転送を開始します。

暗証番号入力画面が表示されます。

 3  FS-A2500EPの暗証番号＊（数字 4桁）を入力し、OKボタ
ンをクリックする。
＊ 暗証番号については、別冊のシステム設定説明書をお読みください。

転送中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

転送が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

 4  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。
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 ■履歴ファイルを FS-A2500EPの SDカードからダウン
ロードする

FS-A2500EPの SDカードに保存されている履歴データをパソコンにオンラインで取得することができます。
取得した履歴データは、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerに読み込まれます。取得した履歴デー
タをパソコンに保存する場合は、履歴の出力を行ってください。（ P. 155「履歴の出力」）

ご注意
履歴ファイルを取得する前に、FS-A2500システムの履歴データを SDカードに書き込む必要があります。
FS-A2500EPの設定操作部を操作し、メンテナンスメニューから SDカードの履歴データ保存（EP→ SD）
を行ってください。

 1  FS-A2500EPと設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerをインストールしたパソコン
を接続する。
接続のしかたは、P. 138「FS-A2500EPとパソコンを接続する」をお読みください。
接続が完了すると、画面右下に「接続中」と表示されます。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニュー
バーから［通信→履歴ファイル取得］を選択する。
FS-A2500EPとパソコンがオフラインのときに実行した場合は、
接続を行ってから、転送を開始します。

転送中のウィンドウが表示されます。

メ　モ
［キャンセル］ボタンをクリックすると、転送を中断します。

転送が完了すると右に示すウィンドウが表示されます。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
画面が閉じます。



147

 ■通信ができないときは
FS-A2500EPとパソコンが通信できないときは、以下のウィンドウが表示されます。

このような表示が出たら、以下の原因が考えられます。
● LANケーブルが接続されていない。
● クロスケーブルとストレートケーブルを間違えている。
● スイッチングハブに電源が供給されていない。
● FS-A2500EPとスイッチングハブの距離が 100 m以上離れている。
● FS-A2500EPに電源が供給されていない。
● FS-A2500EPの LANコネクターにケーブルが接続されていない。
● パソコンの IPアドレスなどのネットワーク設定が間違っている。
● カテゴリー 5規格のストレートケーブルを使用していない。
● パソコンのファイアウォール機能により通信が制限されている。
● 通信設定が間違っている。（ P. 151）
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 ■機器検出とネットワーク設定
ローカルネットワークに接続されたすべての FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EX、FS-A2500EM
を検出し、ネットワーク設定を行います。
ご注意
● 機器の IPアドレスが機器検出ソフトウェアを使って正確に設定されていなければ、設定支援ソフトウェア

FS-A2500 Managerを使用して設定情報を機器に書き込むことはできません。
● ルーターを越えて機器を検出することはできません。

 ● FS-A2500ネットワーク設定更新ツール

メニューバーから［通信→機器検出・ネットワーク設定］を選択すると、
FS-A2500ネットワーク設定更新ツールが起動します。

［ネットワーク設定更新ツール］

メニュー

ボタン

［ネットワーク設定更新ツールのメニュー］

ファイル
→ 終了 ：プログラムを終了します。

ツール
→ 送信元 IPアドレス選択：機器検出に使用するパソコンの IPアドレスを選択します。

選択された IPアドレスがあるローカルネットワークに接続された機器のみ検
出できます。

→ 機器検出 ：ローカルネットワークに接続されたすべての FS-A2500EP、FS-2500PM、
FS-A2500EX、FS-A2500EMを検出し、表示します。

ヘルプ
→ バージョン情報 ：ネットワーク設定更新ツールのバージョンを表示します。

［ネットワーク設定更新ツールのボタン］

機器検出ボタン：ローカルネットワークに接続されたすべての FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EX、
FS-A2500EMを検出し、表示します。

設定更新ボタン：ネットワーク設定更新ツールの画面で変更した設定内容を検出した機器にアップロードし
ます。
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 ●機器を検出する
ご注意
● パソコンのファイアウォール機能が有効の場合、機器が検出されないことがあります。
このようなときは、ファイアウォールの設定を変更し、ネットワーク設定更新ツールへのアクセス遮断を
解除してください。

●  検出可能な範囲は、送信元 IPアドレスからブロードキャスト通信が有効な範囲のみです。

 1  FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EXおよび FS-A2500EMをネットワークに接
続し、電源を各機器に接続する。

 2  ネットワーク設定更新ツールの機器検出ボタンをクリックするか、
またはメニューバーから［ツール→機器検出］を選択する。

右図のダイアログが表示されます。

ローカルネットワークに接続されたすべての FS-A2500EP、FS-2500PM、FS-A2500EXおよび
FS-A2500EMのネットワーク情報リストが表示されます。

ネットワーク設定のデフォルトは次のとおりです。
機器 IPアドレス サブネットマスク デフォルトゲートウェイ

FS-A2500EP 192.168.14.1

255.255.255.0 0.0.0.0FS-2500PM（ID：0～ 2） 192.168.14.10～ 192.168.14.12
FS-A2500EX（ID：0～ 12）192.168.14.20～ 192.168.14.32
FS-A2500EM（ID：0～ 9） 192.168.14.80 ～ 192.168.14.89

機器検出ボタン
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 ●ネットワーク設定を変更する

機器検出をすると、機器検出リストに検出したすべての機器が表示されます。

 1  検出機器リストで、設定したい機器の行を選択する。
機器情報リストに選択した機器の情報が表示されます。

 2  機器情報リストで、設定を変更する。
機器情報リストの設定項目は次のとおりです。
MACアドレス 検出された機器のMACアドレスを表示します。

変更できません。
IPアドレス 検出された機器の IPアドレスを設定します。
サブネットマスク 検出された機器のサブネットマスクを設定します。
デフォルトゲートウェイ 検出された機器のデフォルトゲートウェイを設定します。
Webポート 変更できません。
機種名 機器の品名を表示します。

変更できません。
機器名 システムに登録された機器の名前を表示します。

変更できません。
システム名 変更できません。

ご注意
IPアドレスを設定するためには、事前に各機器の設定スイッチの変更が必要です。
各機器の設定スイッチが変更されていない場合、IPアドレスの設定はできません。
また、ネットワーク設定を更新したときは、FS LAN通信設定（P. 104）の確認、変更を行ってください。
詳しくは、別冊の「はじめにお読みください」をお読みください。

 3  手順 1と 2を繰り返して、設定したいすべての機器の設定を変更する。

 4  設定更新ボタンをクリックする。
変更内容が各機器にアップロードされます。

機器情報リスト

検出機器リスト 設定更新ボタン
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 ■通信設定をする
FS-A2500EPの IPアドレスを設定します。

 1  メニューバーから［通信→通信設定］を選択する。

通信設定画面が表示されます。

 2  FS-A2500EPの IPアドレスを設定する。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。
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ラベルの出力
FS-A2500本体や非常用リモコンの記名カード、業務用リモコンのラベルを出力することができます。
現在、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで設定されている名称を Excelファイルに出力します。

ご注意
Excelがインストール済みで、使用可能な状態である必要があります。あらかじめ、Excelが使用できる状
態にしておいてください。

FS-1000RM操作部

記名カード挿入部

RM-200F RM-210F

RM-200F RM-210F
表示ラベル挿入部

一 斉 放 送

表示ラベル挿入部
RM-200FW RM-220FW

放  送  状  態

記名カード挿入部

FS-A2500EPとFS-2510EP操作部

記名カード挿入部

FS-A2500EPとFS-2520EP操作部

※ FS-2500RM、FS-2500RXも FS-A2500EPと同様です。
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 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから［ファ
イル→ラベル出力］を選択する。

 2   ラベル印刷データを保存するフォルダーを選択する。

3

4

5

 4  「ファイル名」を設定する。
メ　モ
デフォルトでは、ファイル名は「Fs25Lvl.xls」に設定されています。

 5  ［保存］ボタンをクリックする。
保存が開始されます。
生成された Excelのファイル（ブック）には、FS-A2500本体、
非常用リモコン、業務用リモコン単位で、ワークシートが分かれ
て作成されます。
用紙サイズは A4に設定されています。
ご注意
ラベル出力中に、Excelファイルを開かないでください。

 6  保存した Excelファイルを開いて印刷する。
※ 次ページの印刷イメージを参照してください。
ご注意
● プリンターにより、1ページ分の印刷可能領域、ラベル幅の出力結果などが異なります。
● 厚さ 0.2 mm以下の紙を使用してください。
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［記名カード印刷イメージ］

［表示ラベル印刷イメージ］
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FS-A2500 Managerに読み込んだ履歴ファイルおよびオンライン履歴表示で取得した履歴を出力することが
できます。
読み込んだ履歴ファイルとオンライン履歴を Excelファイルに出力します。

ご注意
Excel形式で出力するときは、Excelがインストール済みで、使用可能な状態である必要があります。あら
かじめ、Excelが使用できる状態にしておいてください。

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから［ファ
イル→履歴出力］を選択する。

保存ダイアログが表示されます。

4
2

3

5
 2  ファイルの種類を選択する。

CSV形式、もしくは Excel形式で出力することができます。

 3  履歴データを保存するフォルダーを選択する。

 4  「ファイル名」を設定する。
メ　モ
デフォルトでは、ファイル名は「Fs25His.csv/Fs25His.xls」に設定されています。

 5  ［保存］ボタンをクリックする。
保存が開始されます。
Excel形式で出力した場合、生成された Excelのファイル（ブック）には、読み込んだ履歴ファイルと
オンライン履歴それぞれの履歴の内容が存在するもののみ、ワークシートが分かれて作成されます。
履歴の内容が存在するもののみワークシートが作成されます。
用紙サイズは A4に設定されています。
ご注意
履歴出力中に、Excelファイルを開かないでください。

履歴の出力

1



156

設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで設定したデータを、csvファイルに出力することができます。

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから
［ファイル→設定データ出力］を選択する。

以下のようなダイアログが表示されます。

2

3
3

 2  保存先のフォルダーを選択する。

 3  ファイル名を入力または選択し、［保存］ボタンをクリックする。

メ　モ
デフォルトでは、ファイル名は「Fs25Cnf.csv」に設定されています。

設定データの出力

1
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放送階選択スイッチ、チャイムスイッチなどの設定は、本体と非常用リモコンの間および業務リモコン間で
コピーすることができます。
FS-A2500本体から非常用リモコンへの設定のコピー、非常用リモコンから FS-A2500本体または他の非常
用リモコンへの設定のコピーのどちらも可能です。業務用リモコンについても、同様に行うことができます。

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメ
ニューバーから［ツール→設定をコピー→本体・非常
リモコン］を選択する。
設定コピー画面が表示されます。

 2  対象機器の左プルダウンメニューからコピー元の機種を選
択する。

 3  対象機器の右プルダウンメニューからコピー先の機種を選
択する。

 4  コピーする設定内容にチェックを入れる。

 5  ［OK］ボタンをクリックする。
選択した設定内容がコピー元からコピー先の機種へ反映されます。

設定のコピー

4
5

4
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設定ファイルの読み込み
設定データを設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerに読み込みます。

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Manager
のメニューバーから［ファイル→開く→設定ファ
イル］を選択する。

［ファイルを開く］ダイアログが表示されます。

2

 2  設定ファイル「FS25ST.FSD」が保存されている場所を指定して、ファイルを選択し、［開く］
ボタンをクリックする。
設定データと音源データを読み込みます。

ご注意
設定ファイル名が「FS25ST.FSD」以外のファイルを開いた場合は保存時に「FS25ST.FSD」のファイ
ル名で保存されます。

1
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設定ファイルの保存
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで設定したデータを音源データとともに保存します。

 1  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから
［ファイル→上書き保存］または［ファイル→名前を付けて保存」を選
択する。

以下のようなダイアログが表示されます。

3

 2  保存する場所のフォルダーを選択する。

 3  ［OK］ボタンをクリックする。

メ　モ
設定データのファイル名は「FS25ST.FSD」に設定されています。
ファイル名を変更することはできません。
編集した音源データは、このフォルダー下の edit_dataフォルダー内に保存されます。

1
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FS-A2500EPの SDカードをオンラインで読み込むのではなく、パソコンから直接、FS-A2500EP本体に
付属の SDカードに保存されている設定データと音源データを読み込むことができます。

 1  FS-A2500EPに付属の SDカードを SDカードリーダー／ライターなどを使ってパソコンに
接続する。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから［ファ
イル→ SDカードイメージを読込］を選択する。

以下のダイアログが表示されます。

4
 3  読み込む対象の SDカードイメージが保存されたフォルダーを選択する。

SDカードのドライブを選択してください。

 4  ［OK］ボタンをクリックする。
「SETTINGS」フォルダー、「MESSAGE」フォルダー、「LOG」フォルダーから設定データ、音源データ、
履歴データを読み込みます。
設定データ（FS25ST.FSD）が存在しない場合は読み込めません。

SDカードイメージの読み込み

2
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FS-A2500EPの SDカードにオンラインで書き込むのではなく、パソコンから直接、FS-A2500EPに付属
の SDカードに設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで作成したデータを保存する場合、SDカードイ
メージ作成を行ってください。
また、SDカードに音源データを保存していない場合も、SDカードイメージ作成を行ってください。
SDカードイメージ作成を行うことで、設定データと音源データが自動的に適切なフォルダー名とファイル名
で保存されます。

 1  FS-A2500EPに付属の SDカードを SDカードリーダー／ライターなどを使ってパソコンに
接続する。

 2  設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから［ファ
イル→ SDカードイメージを作成］を選択する。
以下のダイアログが表示されます。

4

 3  SDカードイメージの作成場所を選択する。
SDカードのドライブを選択してください。

 4  ［OK］ボタンをクリックする。
選択した SDカードイメージの作成場所に「SETTINGS」フォルダーと「MESSAGE」フォルダーが作
成され、それぞれ設定データと音源データが保存されます。

メ　モ
保存されるデータは以下のとおりです。
・設定データ： 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerで現在読み込んでいる設定データが保存さ

れます。
・音源データ： ①   設定データが保存されているフォルダー下にある edit_dataフォルダー内にある音

源データが保存されます。
 ② 音源データ編集画面のすべての音源データで、①のフォルダーにないデータは、デ

フォルトの音源データが自動的に保存されます。

 5  SDカードを FS-A2500EPに挿入する。
FS-A2500EPに SDカードを取り付ける方法については、FS-2500設置説明書「SDカードの取り付け」
をお読みください。
ご注意
設定・音源データが保存された SDカードは、そのまま FS-A2500EPに挿入しておいてください。

SDカードイメージの作成

2



すべての設定、必要なファイルを出力し終えたら、設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerを終了します。

手順： 設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerのメニューバーから
［ファイル→終了］を選択する。
設定支援ソフトウェア FS-A2500 Managerが終了します。

ご注意
設定データを保存していない場合は、次のダイアログが表示されます。

設定支援ソフトウェアを終了する

202403

TOA お客様相談センター フリーダイヤル （固定電話専用）
 0120-108-117
ナビダイヤル 0570-064-475（有料）
FAX 0570-017-108（有料）
※ PHS、IP電話からはつながりません。

商品の価格・在庫・修理などのお問い合わせ、および
カタログのご請求については、取り扱い店または最寄
りの営業所へお申し付けください。最寄りの営業所に
ついては、TOAホームページをご確認ください。

商品の内容や組み合わせ、操作方法について
のお問い合わせにお応えします。
受付時間 9：00～ 17：00（土日、祝日除く）

当社は、お客様から提供された個人情報をお問い合わせ対応または修理対応の目的に利用いたします。また、修理委託目的で委託先業者へ提供すること
があります。個人情報の取り扱いに関する方針については、TOAホームページをご覧ください。

TOAホームページ  https://www.toa.co.jp/
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